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芸
短
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

誕
生

　

大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
と

竹
田
市
は
、
平
成
20
年
11
月
11
日

に
芸
術
文
化
の
振
興
や
地
域
づ
く
り
、

学
生
と
市
民
の
交
流
な
ど
を
う
た
っ

た
相
互
協
力
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
交
流
は
進
み
、
迎
え
た
平

成
22
年
４
月
１
日
。
本
市
は
つ
い
に
、

県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
竹
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
使
用
契
約
を
締
結
し
、
同

大
学
の
「
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し

て
、
新
た
な
交
流
拠
点
が
誕
生
す
る

こ
と
が
決
定
。
開
所
式
が
行
わ
れ
た

４
月
８
日
は
、
こ
の
地
に
学
生
た
ち

の
歓
声
が
飛
び
交
う
日
常
が
、
再
構

築
さ
れ
た
記
念
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
山
欽
吾
学
長
を
は
じ
め
、
山
蔭

政
伸
事
務
局
長
、
同
大
学
の
関
係
者
、

そ
し
て
学
生
の
皆
さ
ん
。
閉
校
し
た

あ
と
も
、
周
辺
の
草
刈
作
業
な
ど
で
、

驚
く
ほ
ど
き
れ
い
に
保
っ
て
い
た
だ

い
た
跡
地
検
討
委
員
会
や
、
キ
ャ
ン

パ
ス
誘
致
推
進
委
員
会
を
始
め
、
歴

代
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
に
加
勢
し
て
い
た
だ
い
た
多
く

の
地
域
の
皆
さ
ん
。
オ
ー
プ
ン
に
あ

た
り
懐
か
し
い
歌
声
で
、
学
び
舎
に

３
年
間
の
眠
り
か
ら
心
地
よ
い
目
覚

め
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
コ
ー
ル
マ

ミ
ー
な
お
い
り
の
皆
さ
ん
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
下
竹
田
の
ま
ち

づ
く
り
に
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
も
っ

て
あ
た
ら
れ
た
今
は
亡
き
小
代
一
幸

よ
み
が
え
る
下
竹
田
小
学
校

　４月８日、竹田キャンパスで『文化が地域に果たす役
割』と題して、大分県立芸術文化短期大学の中山欽吾学
長による記念講演が行われ、芸術文化という切り口によっ
て社会を見ることの大切さを解説していただきました。
　また、中山学長は、竹田キャンパスを可能性あふれる
環境として、次のように話していました。
　「･･･ 日夜、次の世代を担う若者を育てるという使命が
我々にはある。その時にただ大学のなかで机椅子に座っ
て、勉強をすることで送り出すことでいいのか、との思
いは常にある。
　やはり、“ キャンパスを飛び出せ！そして、社会のなか
で自分の居所を自分で発見しろ！ ” と言うためには、出
て行く場所も必要である。ひとつコアになる場所をつく
りたいという思いが、下竹田小学校跡地という場を経て、
踏み出すことができた。」

↑講演する中山欽吾学長

まさに文化の
資産化であり、
文化はこの
“ 竹田 ”にある。

↑多くの地域住民が足を運んだ開所式

←美声で花を添えた
　コールマミーなおいりのみなさん
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こ　
　

う

大分県立芸術文化短期大学竹田キャンパス（旧下竹田小学校）にて、
開校記念作品づくり。糊置きした「校舎の風景画」に色指しをする
芸短大のみなさん。まずは染色の実践からをスタート！
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市
議
。
全
て
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
力
、
住
民
力
の
衰
退
に
歯
止

め
を
か
け
、「
地
域
再
生
」
の
第
一

歩
と
な
っ
た
芸
短
大
の
竹
田
キ
ャ
ン

パ
ス
誕
生
は
、
ま
さ
に
劇
的
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

求
め
ら
れ
る
地
域
提
言
力

　

今
回
、
旧
下
竹
田
小
学
校
に
早
期

に
迎
え
る
こ
と
の
で
き
た
背
景
に

は
、『
少
子
高
齢
化
』
や
『
後
継
者

問
題
』、『
統
合
に
よ
る
小
学
校
の
閉

校
』
等
々
、
そ
の
地
域
が
抱
え
る
問

題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
地
域
全
体
で

捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
の
熱

い
期
待
感
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
そ
れ

が
誘
致
の
後
押
し
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は『
地
域

か
ら
の
提
言
力
』が
必
要
と
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大分県立芸術文化短期大学 おおいたけんりつげいじゅつぶんかたんきだいがく

1961年に設置（来年創立50周年）。通算１万人
以上の卒業生を送り出している。
４学科２専攻科からなる（美術科、音楽科、情報
コミュニケーション学科、国際文化学科、造形専
攻、音楽専攻）。大分県大分市上野丘東１－11
【芸短と竹田市との関係】
〔美　術　科〕・鈴木准教授による岡城跡の３次

元ＣＧによる復元模型
　　　　　　　・佐藤武郎名誉教授の型染め美術

館
〔音　楽　科〕・平成19年文科省の競争的資金

を得て実施した音楽による町お
こし

〔国際文化学科〕・吉良國光教授の田能村竹田美術
館と南画の里づくりへの協力

　　　　　　　・鄧教授による廣瀬武夫の研究
【竹田キャンパス開所に至る経緯概要】
平成19年３月31日　下竹田小学校閉校。長湯小

学校と統合し、「直入小学校」となる。その
跡地検討委員会を設置し、今後の利活用につ
いて協議を行う。

平成20年11月11日　県立芸術文化短期大学と竹
田市との相互協力協定締結

平成21年 ８月17日　跡地検討委員会において、大分県立芸術文化短期大学
　　オープンキャンパス誘致を了承
平成22年 ４月１日　県立芸術文化短期大学竹田キャンパス使用契約を締結

↑文部科学省「特色ある大学教育支
援プログラム」

　採択記念特別地域演奏会（2005 年）

↑岡城跡の３次元ＣＧによる復元
　（2007 年）

↑佐藤武郎美術館（2008 年）

こ
こ
が
楽
し
い
場
所
に

　
　
　
　
　
　

な
る
よ
う
に
…
。

　
「
藍
を
植
え
て
、
育
て
る
。
育
て

や
す
い
種
で
は
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ

を
使
っ
て
染
め
も
の
も
で
き
た
ら
、

地
域
貢
献
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
た

だ
今
が
ゼ
ロ
の
状
態
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
地
域
の
皆
様
と
和
気
藹
々
と

話
し
な
が
ら
、
楽
し
く
や
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」 竹田キャンパスに住

込みで管理をする非
常勤講師　　　　　

前田  亮二さん
（染色作家）

声!
生 ──開所式に訪れた地域の

みなさんにお話を聞きました

・首藤　一介さん（名子山）
　「この校舎が落成したとき、確か直入町役場の総務課長で、
当時の大島千年町長に仕えていたことを思い出し、感慨深
いものがあります。
また使用されるようになって嬉しいことです。」

・藤田　利武さん（藤目）
　「戦後すぐの昭和 25 年頃に小学校を卒業したため、この
校舎が出来る前の古い木造校舎で過ごした思い出が蘇って
きました。体育館の所にあった講堂には戦前の面影も残り、
本当に色々な思い出が詰まった場所です。この校舎がいい
形で使われること、有効に活用されることはいいことだと
思います。」

・佐藤テル子さん（山脇）
　「昔は賑やかで本当に良かったです。こうして、また学校
として昔の賑やかさが生まれるといいですね。」

・森永　則子さん　（塩手）
　「閉校してからの 3 年間は、本当にさみしかったです。そ
れがまた少し違う内容で息を吹き返してくれたことは、本
当にうれしいです。地域に学校がなくなると町もさびれ、
本当にさびしい気持ちになります。」

新
た
な
友
好
関
係
の
構
築
へ

Ａ
Ｐ
Ｕ
と
友
好
交
流
協
定
を
結
ぶ

　
今
年
で
開
学
10
周
年
を
迎
え
る
立

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
是
永
駿

学
長
）〔
Ａ
Ｐ
Ｕ
〕
と
竹
田
市
は
３

月
30
日
、
広
瀬
勝
貞
県
知
事
立
会
い

の
も
と
、
県
庁
舎
本
館
知
事
貴
賓
室

に
お
い
て
、
地
域
の
発
展
と
国
際
的

な
視
野
を
持
つ
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
た
「
友
好
交
流
に
関
す
る
協
定

書
」
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
協
定
書
に
署
名
し
た
後
、
調
印
を

記
念
し
て
、
竹
田
市
誌
と
立
命
館

１
０
０
年
史
を
交
換
し
、
両
者
の
歴

史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を
綴
る
こ
と

に
な
っ
た
喜
び
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｕ
と
は
、
竹
田
ら

し
い
、
竹
田
な
ら
で
は
の
類
い
稀
な

る
交
流
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

　本市の協定大学、立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ）
が開学 10 周年を記念して開催します。各協定自治体
によるブース出店やパネル展、学食での各地ゆかりの
メニュー提供などが予定されています。 

〔日　　程〕５月 24 日㈪～ 28 日㈮ 
〔会　　場〕立命館アジア太平洋大学

　　　　　　（別府市十文字原１－１） 
〔料金など〕一般来場可。

　　　　　  入場無料（学食メニューは有料） 
●お問い合せ　　立命館アジア太平洋大学　学長室
　　　　　　　　 ☎ 0977-78-1106

ＡＰＵ協定自治体ウィーク開催のご案内 

↑是永駿学長と広瀬勝貞県知事、市長（写真左から）
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昨
年
夏
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
等
を
通
じ
て
地

元
の
「
地
域
拠
点
づ
く
り
を
」
と
い
う
強
い

要
望
が
「
道
の
駅
す
ご
う
」
と
い
う
カ
タ
チ

で
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
売
り
場
が
狭
い
、
混
雑
す
る
と
い

う
課
題
を
抱
え
な
が
ら
運
営
し
て
お
り
ま
し

た
「
道
の
駅
竹
田
」
も
同
時
に
増
床
を
終
え
、

装
い
も
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

こ
の
夢
を
カ
タ
チ
に
す
る
動
き
は
、
Ｔ
Ｏ

Ｐ
懇
談
会
直
後
よ
り
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ

た
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
準
備
が
ス

タ
ー
ト
し
、
事
前
折
衝
や
各
種
調
査
が
す
す

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
菅
生
・
城

原
両
地
域
の
方
々
の
熱
い
思
い
と
支
え
を
は

じ
め
出
荷
母
体
の
７
０
０
名
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
会
員
の
結
集
力
、
今
回
か
ら
出
資

参
加
と
な
っ
た
竹
田
商
工
会
議
所
・
九
州
ア

ル
プ
ス
商
工
会
な
ど
の
数
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
が
あ
っ
て
こ
こ
に
至
り
ま
し
た
。

　

１
月
19
日
に
は
運
営
母
体
と
な
る
農
村
商

社
わ
か
ば
設
立
準
備
室
が
設
置
さ
れ
、
２

月
１
日
の
農
村
商
社
設
立
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
今
、

農
村
は
立
ち
あ
が
る
」
で
は
４
０
０
人
近
い

参
加
で
市
民
の
関
心
の
高
さ
に
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ま
さ
に
農
村
商
社
わ

か
ば
の
設
立
登
記
が
で
き
た
日
で
も
あ
り
ま

す
。

　

登
記
日
か
ら
開
業
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
を
開
始
し
、
59
日
間
が
刻
ま
れ
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
設
立
準
備
室
で
は
地
元

の
期
待
と
支
援
、
激
励
の
声
を
糧
に
し
つ
つ

１
本
部
２
店
舗
同
時
開
設
の
並
行
並
立
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
農
政
課
を
主
管
部
署
と
し

て
監
理
進
行
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
制
約
の
中
「
で
き
な
い
言
い

訳
よ
り
今
で
き
る
こ
と
に
集
中
す
る
」
を
合

言
葉
に
専
任
担
当
１
名
と
市
・
公
社
・
協
議

会
か
ら
の
出
向
に
よ
る
準
備
室
７
名
体
制
で

開
始
。
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
支
援
の

な
か
主
に
対
外
折
衝
・
道
の
駅
建
設
申
請
等

は
農
政
課
を
中
心
に
行
い
設
立
準
備
室
で
は

担
当
制
を
敷
き
な
が
ら
３
０
０
０
項
目
を
こ

え
る
課
題
に
取
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
計
画

カ
ネ　
　

選
択
と
集
中

　
　
　
　
　
　

 

事
業
予
算　

事
業
枠
組　

運
営
計
画

ヒ
ト　
　

一
人
三
役

　
　
　
　
　
　

 

人
事 

採
用
研
修 

店
舗
運
営

施
設
計
画

モ
ノ　
　

舞
台
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

 

工
程
監
理　

施
設　

備
品

広
報
計
画

情
報　
　

フ
ァ
ン
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

 

告
知
計
画　

広
報　

パ
ブ

の
役
割
分
担
を
お
こ
な
い
準
備
に
あ
た
り
ま

し
た
。
な
か
で
も
配
送
や
営
業
店
舗
を
抱

え
て
の
開
業
準
備
の
た
め
販
売
員
さ
ん
を
は

じ
め
48
名
の
ス
タ
ッ
フ
は
日
常
業
務
を
こ
な

し
な
が
ら
の
１
人
三
役
以
上
の
役
割
を
担
う

道
の
駅
す
ご
う
誕
生　
大
分
の
西
の
玄
関
口
と
し
て

道
の
駅
竹
田
再
誕
生　
竹
田
初
の
道
の
駅
も
増
床
完
了

花
水
月
１
階　

農
村
商
社
わ
か
ば
本
部
も
新
設

ビ
ジ
ョ
ン

販売はおまかせください！よろしくお願いします！　　農村商社わかば一同（辞令交付式にて）

夢
が
カ
タ
チ
を
結
ぶ
と
き

おーっ！ おーっ！
おー！ おーっ！
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ハ
ー
ド
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
20
日
前
か
ら
は
連
日
の
夜
間
工
事
を

含
め
て
当
日
の
朝
ま
で
準
備
に
追
わ
れ
、
通

常
の
開
業
経
験
で
は
考
え
ら
れ
な
い
程
の
短

期
間
で
内
容
の
濃
い
時
間
で
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
開
業
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
っ
た
４
月
１
日
花
水
月
、
４
月
２
日
道
の

駅
す
ご
う
、
４
月
10
日
道
の
駅
竹
田
は
、
奇

跡
的
に
天
候
に
恵
ま
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
日
は
各
界

の
代
表
の
方
々
の
ご
参
集
や
お
祝
い
、
な
か

で
も
地
元
の
禰
疑
野
神
楽
、
城
原
神
楽
の
披

露
な
ど
で
盛
大
に
お
祝
い
で
き
た
こ
と
も
特

筆
す
べ
き
内
容
で
し
た
。
舞
台
は
公
社
か
ら

商
社
へ
第
二
幕
が
開
幕
し
ま
し
た
。
さ
て
こ

れ
か
ら
が
本
番
を
迎
え
ま
す
。
更
な
る
ご
支

援
ご
協
力
の
程
を
─
─
。

　地元に道の駅ができて菅生をＰＲできるうれし

さを感じます。

　いい品物を出荷して、「ここにくればいつでも

安くておいしい野菜がある」という魅力が生まれ

るよう頑張ります。

　値段を自分でつけられる利点を活かし、責任を

持って、売り上げを伸ばしたいです。

　『今日は、新聞記事を見て、買い物し
ようと来ました。大根が１本 100 円など、
新鮮で安い野菜にびっくりしています。
　またちょくちょく足を運ぼうと思い
ます。』
大分市からお越しのご夫婦（夫 64 歳、妻 63 歳）

お客様の声

「道の駅すごう」に
出荷をする生産者
竹田市小塚
藤原  康生さん（60 歳）

あなたが

 主役！

　食育ネット代表の本山秀
樹さんの発案した、スイー
トコーンとハモのすり身の
天ぷら「はもコーン天」を
共同開発した両グループの
発展と竹田市と姫島村の交
流が深まることを願い、４
月２日に縁結びの調印を行
いました。

～「とうきびの郷すごう」と
「かなんど工房」が結ばれました～

農村商社わかば事務局長　佐
さ

藤
とう

　嗣
つぐ

信
のぶ

さん
竹田市に I ターン移住して 19 年
1959（昭 34）年 10 月福岡生 50 歳　竹田市久住町在住　

（略歴）１　エフコープ生協経歴　10 年
　　　　　  共同購入部（無店舗販売）・店舗部・物流部・広報部 ( 対外広報媒体担当 )　博覧会準備室 ( 対外報道担当 )・事

業企画部 ( 新規事業開発 ) を経て同生協がかかわって開発した自然環境型宿泊施設レゾネイトクラブくじゅう
開業準備室へ出向派遣後、移籍　

　　　  ２　㈱レゾネイト経歴　15 年　
　　　　　  運営担当・開業統括・企画部長・くじゅう高原コテージ支配人・営業部長・観光推進部長・人事教育部長・貸

切バス事業管掌・社長補佐（由布院旅館有楽担当）
　　　  ３　竹田市経済活性化促進協議会
　　　　　  ブランド化チームリーダー

竹田市の皆様へ
　はじめまして、今回「農村商社わかば」事務局を担当します佐藤嗣信 ( さとう つぐのぶ ) と申し
ます。紙面をお借りしてご挨拶を申し上げます。
　農業は全くの素人のため不慣れな点、行き届かない点があるかと思います。ご指導のほどお願い
申し上げます。
さて私事から、約 20 年前（ちょうど 442 号線沿いにテントが立ち始めた時期になります）に標高
860 メートルの久住高原にホテル開業のため、妻と子 3 名で移住し今年 19 年目を迎えたところで
す。　私たち家族にとってここ竹田が第二の故郷となりました。竹田(久住町)で3人の子育てをし、
すでに 2 人は成人し、子どもたちにとってはこの町が第一の故郷となった模様です。
　さて今回の御縁は本年 2 月より農村商社設立準備から参画させていただいております。
こういった開設準備は今回で 4 回目となります。そういったなか皆様からの応援と積極的なアド
バイスのおかげで無事にオープンできほっとしております。これで竹田市内にこれまでの約 4 倍
の売り場が誕生しました。とはいえ舞台 ( 売り場 ) はできましたが役者 ( 農産物・加工品 ) がまだ
まだそろいません。
　品切れ続出という人気の高い竹田の農産物・加工品は端境期とは言いながら供給体制の確立が急
務であり、後継者や参加者の充実の必要性を実感しているところです。700 名を超える会員の皆様
をはじめ市民の皆様、ぜひともじまんの竹田の産物の出荷の方よろしくお願いいたします。
　またわかば事務局の第一歩はあいさつからということで明るい農村商社を印象づけるため笑顔で
接客をしようと心がけることにしました。
　電話応対でも「はいありがとうございます。わかば事務局○○です。」を合言葉に。どうぞよろ
しくお願いいいたします。
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in 花水月in 花水月市市市んんんもももいいいまままううう 5月2日㈰～5日㈬開催！5月2日㈰～5日㈬開催！

の す す め

新生「竹田温泉花水月」に事務所移転！
関連組織と同一拠点、期待される連携効果

　このほど、竹田市経済活性化促進協議会の事務所
（活性化推進室）が竹田温泉花水月に移転いたしました。
　平成 19 年 10 月から始まった厚生労働省の委託事
業「新パッケージ事業」は 3 月末日をもって終了し
ましたが、同省の「実現事業」は来年 3 月迄引き続
き継続します。
　これ迄は歴代岡藩主を祀るおたまや公園の管理棟
を事務所として利用してきましたが、この度の市の
一部組織変更により、当事業に関わりの深い、商工
観光課・観光ツーリズム協会・農村商社わかば等と
同じ場所に移転したものです。これにより、関係す
る組織との情報の共有や、相互連携機能が一段と高
まり、効率的且つ効果的な事業の推進が図られると
大いに期待しています。
　市報 4 月号でも既報の通り、竹田市の政策展開の
体系図が示され、具体的な方向性が見えてきました。
中でも農村商社わかばによる「道の駅すごう」や「道
の駅竹田」がそれぞれ新装オープンし、市民の注目
を集めていますが、いずれも予想を上回る活況を呈
しており、竹田ブランドを目指して当事業で誕生し
たこだわりの新商品も販売されており、好評を博し
ています。これらの商品は「竹田温泉花水月」１階
にもコーナーを設けご紹介していますので、是非一
度ご覧ください。
　なお、「エリアラボ竹田」でも従来通り、事業の紹
介や商品の展示の他に、事業の相談窓口として休ま
ず営業していますので、お気軽にお立ち寄り下さい。
地域雇用創造「実現事業」の内容を紹介します。

〈事業の内容〉
　新パッケージ事業で取り組んできた、観光関連

（ツーリズム）事業や食づくり事業での仕組みづくり
やモノづくりを更に具現化し、雇用や起業・創業を
目指すもので、下記事項を中心にお手伝いさせて頂
きます。
◎実現事業（厚生労働省の委託事業）
　●地域ブランド商品を開発し、販路開拓を行う事

業⇒地域内起業による生産・販売等（商品開発、
パッケージデザインなど商品化、販路開拓、情
報発信、インターネットを活用した販売等）

　●着地型旅行商品を開発し、販路開拓を行う事業
⇒観光ツーリズム協会にて事業化

◎デザイングレードアップ事業
　（市の緊急雇用対策事業）

　デザインコーディネーターによる商品のデザイ
ン相談。パッケージデザインなど商品化支援。
　旬旅のデザインコーディネートなど。

※次号から新商品の紹介がスタートします。商品開
発までの物語も含めてお伝えします。

　竹田温泉花水月のリニューアルを記念して、5 月 2 日㈰～ 5 日㈬のゴー
ルデンウィーク期間中、花水月を会場に「竹田のうまいもの市」と銘打っ
て物産市を開催します。物産市では竹田町商店街の協力で「たけたなら
ではの郷土料理」の出店や、食育ツーリズムでうまれた「森のサキイカ」
や「山野草茶」、「トマトカレー」など地産地加地消の商品が並びます。
　ご家族や帰省客をお誘いのうえ是非お越しください！

こだわりの新商品展示
コーナー

（竹田温泉花水月１階）

４月から竹田温泉花水月に観光関連組織等が同一拠点に
集結しました。
今後はさらに相互の連携効果が期待されます。
このコーナーでは「花水月」発のわくわく情報をお知ら
せしていきます。
＊「知産知消」とは、知っている友人が生産したものを、

遠くの知人を介して消費の輪を広めていくことです。

知産知消
ち　　　　さ　ん　　　　ち　　　　し ょ う
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狭
小
さ
に
加
え
老
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化
が
著
し
い

市
立
図
書
館
は
、
立
地
の
面
か
ら
も

新
設
の
要
望
が
高
く
、
そ
の
建
設
は

当
市
が
掲
げ
る
エ
コ
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ア
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構
想
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
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問
題
は
器
が
完
成
し
た
後
に
料
理

を
ど
う
盛
る
か
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
図
書
室
と
郷
土
資
料
の
展

示
室
等
を
併
設
し
た
荻
み
ら
い
館
を

紹
介
し
、
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
ま
す
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●
荻
み
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い
館
の
現
状

　

平
成
17
年
３
月
に
荻
支
所
隣
の
旧

農
協
会
館
を
活
用
し
て
誕
生
、
２
階

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
完
備
し
た
み

ら
い
館
は
、
蔵
書
数
が
飛
躍
的
に
増

え
、
図
書
の
貸
出
数
も
合
併
前
と
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

●
池
松
医
学
博
士
の
功
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旧
農
協
の
金
融
コ
ー
ナ
ー
を
図
書

室
に
、
購
買
部
門
を
資
料
室
な
ど
に

改
修
し
た
経
費
に
あ
て
ら
れ
た
の

が
、
池
松
基
金
で
す
。

　

荻
町
出
身
の
故
池
松
武
之
亮
氏

は
、
耳
鼻
咽
喉
科
医
師
で
、
い
び
き

治
療
の
権
威
と
し
て
世
界
的
に
活

躍
、
旧
荻
町
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ

た
竹
田
市
の
名
誉
市
民
で
す
。

　

県
産
間
伐
集
成
材
を
活
用
し
、
地

元
の
木
工
所
で
製
作
さ
れ
た
書
架
や

重
要
書
類
の
保
管
庫
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
大
型
金
庫
、
旧
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

休
館
日
や
時
間
外
に
本
の
返
却
窓
口

と
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
、
館
内
に

は
随
所
に
工
夫
さ
れ
た
跡
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
建
設
と
い
う
池
松
博

士
の
遺
志
が
、
形
と
な
り
実
現
し
た

荻
み
ら
い
館
に
は
、
そ
の
蔵
書
数
と

同
じ
く
ら
い
、
市
民
の
希
望
が
ぎ
っ

し
り
と
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

●
住
民
の
熱
意
が
誕
生
を
呼
ぶ

　

こ
の
館
の
建
設
を
切
望
し
、
平
成

13
年
、
当
時
の
町
関
係
部
署
に
陳
情

を
行
っ
た
荻
町
史
談
会
（
工
藤
重
光

会
長
・
20
名
）
は
、
合
併
に
よ
る
公

文
書
の
紛
失
や
破
棄
の
防
止
、
文
化

財
や
遺
跡
の
探
求
、
保
護
、
そ
し
て

図
書
館
利
用
の
向
上
を
訴
え
、
施
設

誕
生
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

保
管
さ
れ
た
議
事
録
を
参
照
し
た

結
果
、
荻
町
史
の
三
役
名
簿
に
誤
り

が
見
つ
か
り
、
修
正
を
行
い
ま
し
た

が
、
資
料
室
に
展
示
さ
れ
る
昔
の
生

活
用
具
や
農
耕
器
具
、
埋
蔵
文
化
財

か
ら
学
べ
る
歴
史
の
変
遷
な
ど
館
の

果
た
す
役
割
は
重
要
度
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

図
書
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
先
人
が

残
し
た
歴
史
を
保
存
、
継
承
す
る
必

要
性
を
説
く
、
同
会
の
佐
藤
茂
顧
問

の
言
葉
に
図
書
館
の
ひ
と
つ
の
あ
り

方
を
見
た
気
が
し
ま
す
。

◆荻みらい館の利用状況（図書室）
年度 蔵書数（冊） 貸出数（冊）
Ｈ16 600 425
Ｈ17 5,555 6,006
Ｈ18 6,248 5,524
Ｈ19 6,740 6,411
Ｈ20 7,135 7,338
Ｈ21 7,420 7,246

注：竹田市立図書館が電算システム
　　で管理している数値。

土日祝を除き、午前10時から午後6時
まで開館している図書室

新
し
い
図
書
館
が
目
指
す
べ
き
も
の

　

竹
田
市
で
は
、
西
部
地
区
ほ
か
１

か
所
の
共
同
農
産
加
工
所
の
建
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
農
産
加
工
を
さ
れ
て
い
る

方
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
農
産
加
工
を

始
め
よ
う
と
計
画
を
さ
れ
て
い
る
方

で
、
農
産
加
工
所
へ
参
加
し
た
い
と

思
わ
れ
る
方
は
、
５
月
25
日
㈫
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
希
望

者
を
集
め
て
後
日
説
明
会
を
行
い
ま

す
。

●
お
問
い
合
せ

　

市
農
政
課
農
業
振
興
係

　

☎
６
３―

１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
６
３
）

農
産
加
工
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

市役所本庁・各支所に
ＩＰ電話が開通しました
　市ケーブルネットワークのＩＰ電話

が利用可能な方は、市役所本庁、各支所

にＩＰ電話で通話できるようになりま

した。電話番号はこれまでの番号に「９」

を付けておかけください。

ＩＰ電話番号は
　本　　庁　　９６３－１１１１
　荻 支 所　　９６８－２２１１
　久住支所　　９７６－１１１１
　直入支所　　９７５－２２１１ です。

　なお、本庁、各支所の直通電話番号

もＩＰ電話でかけられますが、一部出

先機関は使用できません。

池松医学博士の妻・龍子様（千葉県野田市）が４月にお亡くなりになりました。慎んでご冥福をお祈り致します。おくやみ
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いつも見守っています

■任期は三年
　民生委員制度は90年以上の歴史をもつ制度です。地
域の中で相談活動や支援を行うボランティアです。
　現在、竹田市では101名の方が活動しています。委
員の任期は３年間です。委員の皆さんには任期中、地
域福祉の増進を図るため、地域住民の立場に立った相
談や援助の展開、福祉サービスの情報提供、児童の健
全育成など幅広く活躍していただくことになっていま
す。
■どんな人が？
　民生委員・児童委員は、地域の中から選ばれていま
す。皆さんの身近に住んでいるかたで、その地域をよ
く知っているだけではなく、社会福祉活動に熱意のあ
る方が選ばれ、民生委員法により厚生労働大臣から委
嘱されています。だれもが、住み慣れた地域や家庭で
安心して暮らしていくには、共に支え合い、助け合う
地域づくりが必要です。
　民生委員・児童委員は、関係機関と連携しながら、
このような地域づくりのお手伝いをしています。
■民生・児童委員の役割は？
　地域に密着して、生活に困っている人や高齢者、障
害者の人たちをはじめ、生活上のさまざまな悩みを持
つ人の相談・支援を行っています。
　行政へのパイプ役となり、市民と福祉サービスを結
びつける大切な役割を担っています。
　また、児童福祉法により児童およびその家庭がもつ
福祉課題などの援助や指導を行う児童委員も兼ねてい
ます。
■主任児童委員とは
　民生委員・児童委員は幅広い受持事項をもっていま
す。そのため、近年の児童に対する問題の複雑化や重
要性から、これまで以上に児童問題に積極的に対処し
ていく専門員が必要となり、平成６年、主任児童委員
が設置されました。
　特に担当する地域は持たず、従来の区域を担当する
民生委員・児童委員と一体となって、子どもの問題や
子育て支援活動に取り組んでいます。
■お気軽にご相談ください
　家族や住居、健康のことなど、生活上のあらゆる悩
み事をご相談ください。民生委員・児童委員には守秘
義務があり、個人の相談内容や秘密が他にもれること
は絶対にありません。
　親身になって相談を受け、一緒になって考え、関係
機関と連携を図りながら解決を目指します。相談は無
料です。安心してご相談ください。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所管理係　☎63-4811

　あなたの地域の民生委員・児童委員の方をご存じですか。安全で、安心なまちづくりのために、いつもあ
なたを見守っているのです。「ご近所さん」のつながりや、地域ぐるみの取り組みが必要になってきています。
ともに支えあいましょう。
　今回は民生委員・児童委員の役割や活動、各地区の委員の氏名などについて紹介します。

地区名 氏　　名 電話番号 担　当　地　区

久　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住

白　
　
　
　

丹

足達千鶴子 76-0802 添ヶ津留･米賀･仲原･丸山･
尾登･白丹住宅

佐藤トミカ 76-0819 西小路･東小路･白丹町･仲原
住宅･杉の原･中通･瀬戸

志賀　誠治 76-1207 梅ノ木･稲葉･鷹の巣･南稲葉
･荻の迫･後山

志賀　清子 76-0660 寺原･陽谷･添ケ迫･宮原･巣原

都　
　
　
　
　
　

野

齋藤　嘉昭 77-2263 仏原･須崎･石田･市

衛藤　賢美 77-2087

千人塚･古市･冷川･栢木･馬
場･池の口･千人塚本町･池の
口住宅･千人塚栄町･千人塚
中央･千人塚新町･さくら住
宅

後藤　吉基 77-2551
老野･塔立･小倉･柚木･古屋
敷･峰越･四ツ口･山路･八山･
向岳･まほろばの丘･小倉峠

村田きよ子 77-2674 板切･小柳･向原･石原･六反
原･広内

吉竹　勇次 77-2229 有氏･湯ノ上･七里田･塔の原
･岳麓寺

久　
　
　

住

熊 谷　明 76-0374 本町･道園･牧の元･新妍住宅
楳木日出行 76-0075 下町･阿蔵野･阿蔵野東･神馬

志賀紀美子 76-0508 今村･加良登･境川･加生島･
青柳

楢木野英治 76-0394 室･山中･建宮･平木･仲村･畜
産試験場

渡辺世津子 76-0229 新町･新町住宅･杉小野･飛森
･桐迫住宅･田向町･田向住宅

主　任
児童委員

後藤　正元 76-0543
久住町

渡邉　政信 76-0694

直　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入

長　
　
　
　
　
　
　

湯

井田　輝男 77-2508 神堤･上野･四ツ口･栃原･日
向塚･筒井･長野･南原

大塚　信一 75-2625
桑畑上･桑畑中･桑畑下･新田
･下河原･原･柚柑子･東原･日
向･芹川団地

佐藤美智江 75-2424 仲村･社家･久保･下社家･下
迫

大久保良子 75-3023

芋迫･南ケ代･ドイツ村･南･
スカイビュー･孝寿ハイツ･
湯の香･大和町･尚栄町･新栄
町･本町･上町･御前湯･天神
町･長生湯･丸山･山脇･元町･
花立

安東　章子 75-2761 沢水･辻･冬田

下　

竹　

田

清水トシ子 75-3258 原口･名子山･釘小野･山中
佐藤美惠子 78-1211 城後･二又･梶屋
甲斐　冬松 78-1138 橘木･仲村･草深

田北　英信 78-1521 小津留･山浦･芹川･飛竜野･
塩手

藤田　利武 78-1033 藤目･須郷･平沢水･神の原
主　任
児童委員 馬場　千鶴 75-2210 直入町

民生委員
児童委員
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わたしたちが
地区名 氏　　名 電話番号 担　当　地　区

南　
　
　
　
　
　
　
　

部

入  　

田

勘藤　淸美 62-3546 小高野･矢原･河宇田
前田　善藏 63-2493 泉水･大仲寺
松村　淳子 63-3431 笹尾･長小野･出合･大津留
渡邊　郁子 62-2761 政所･牧･姿岩本･太田原

嫗　

岳

佐藤　信之 67-2928 倉木下･倉木上･田井
江藤　守久 67-2518 吐合･井手の上
吉良　昭光 67-2623 名子･中角･辻原･横平

宮　

砥

内田　雄一 67-2220 次倉･高山･宮戸
後藤　淳一 67-2509 瀬の口･中央･妙見
首藤　春作 67-2430 田原･久小野･紺屋･緩木
安達　智德 67-2124 滝部･百木･小川

主　任
児童委員 堀　 正 美 67-2252 南部地区

北　
　
　
　
　
　
　

部

宮　
　
　

城

甲斐　基史 66-2633
市用･下志土知下･下志土
知上･下志土知･川床米納
戸

副田　正一 66-2235 川床下･上川床･志土知･久
保

渡邉  征士 66-2511 炭竃･刈小野下･刈小野･上
畑･三本松

廣岡　尚美 66-2554 上坂田東･上坂田西･古園

城　
　
　

原

森　 純 子 66-3029 紙漉･米納･神町･宮の上･
柚長

志水惠美子 66-3092 雉ケ平･上高伏･高伏･森屋
石井　猛夫 66-3167 法泉･轟木･木原

後藤　道明 66-2612 下坂田東･下坂田西･下深
迫･上深迫･宇土･福原

河野　正博 66-2818 神川･鉢山･北尾鶴･長田尾
･小川･熊地

主　任
児童委員 副田扶美子 66-2745 北部地区

荻

荻

秋重　壯一 68-2036 馬場･高城
大塚　英子 68-2510 桜町東･桜町南
渡邊　文夫 68-2370 桜町西･桜町栄
倉原　富春 68-3366 桑木･藤渡
本田　恵三 68-2348 木下･政所
齊藤美代子 68-3543 新藤･南河内
山村千代美 68-2318 恵良原･馬背野

柏　
　

原

阿南　滝子 68-3157 仏面･叶野･高練木･大平
三好　隨義 68-2517 柏原･瓜作･北原
佐藤　弘美 68-3219 陽目･宮平･田代
内藤　幹男 68-2478 西福寺･鴫田

主　任
児童委員 榎　 英 子 68-2085 荻町

●民生委員・児童委員のみなさん（敬称略）
地区名 氏　　名 電話番号 担　当　地　区

中　
　
　
　
　
　
　

央

竹　
　
　
　
　
　
　

田

髙野　　將 63-0602 西古町･東古町･浦町･慶順
町

藤村　憲雄 63-2398 中本町･下本町･東本町･下
町

松井　三月 63-0180 府内町･向町･田町･新町
牧　　直子 63-0622 上本町･上町･寺町

堀　美代子 63-2731 殿町･久戸･鬼ケ城･上角東
･上角西

福田　光明 63-3309 溝川･山手･山川･茶屋ノ辻

後藤多美子 63-0202 鷹匠町･杣谷･岡城通り･提
灯谷

秦　今朝富 62-3237 片ケ瀬
土居　裕子 62-2660 城北町･川向･挾田

主　任
児童委員 島田　克子 63-0012 中央地区

東　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

岡 　

本

工藤ヒデコ 63-1475 濁淵･羽恵

平本　喜子 63-3953 宮山･坂上･真菰･上坂下･
坂下

後藤　東冶 63-4546 小賀･中村･立石･枝

明  　

治

高橋　律子 63-4778 上平田･十一･小仲尾
和田加代子 63-4250 長慶･荻迫･政所･鬼田

大塚　敏徳 63-4020 折立･橋宇津･前田平･田平
･小高野

豊　
　
　
　

岡

田部　憲治 63-1947 下木･上下木･赤坂･鏡
後藤　玲子 62-3349 三砂･屏風ケ淵
田中　幸子 63-0821 天神･田原･田原東･中飛田

吉野　寛治 63-4701 上飛田･荒巻･坂折･塩付･
下平田

吉岡アキエ 63-0423 上鹿口･鹿口･上平･一本木

秋本　禮子 62-2555
七 里 ･ 千 引 ･ 七 里 団 地 ･
ニュータウン七里･ニュー
タウン七里南

主　任
児童委員

廣瀬ルミ子 62-4180
東部地区

安東　達夫 63-3484

西　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

玉　
　
　

来

森　　邦子 63-1867 桜瀬･拝田原･阿蔵
阿南　徹治 62-3630 東･東中
羽田野和子 62-2523 西中･西
佐田　俊夫 62-2352 吉田
阿南　順子 62-3177 中尾･恵良
甲斐　恭司 62-3700 大正･岩本

松　
　
　

本

斎藤三重子 63-2508 下田･穴井迫･薊菜･渡瀬･
松恵

吉田　裕康 62-3053 向山田･漆迫･岩瀬
上野眞智子 62-2681 栃鶴･大津留上･大津留下

後藤よし子 63-0145 松円･下矢倉･下矢倉団地･
音羽

菅　
　
　

生

添田　和甫 65-2137 小塚･旧池部･池部･田代
下今･楠野･上今

川述　博之 64-8008 平井･下菅生北･下菅生南
添田　紀夫 65-2151 原山･上菅生･中央
大塚　正則 65-2162 戸上･国方･西戸上･戸上南

主　任
児童委員

金丸　敦子 65-2130
西部地区

阿南美保子 63-1429
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２
月
の
中
旬
に
『
た
け
し
の
家
庭
の
医

学
』
で
長
湯
温
泉
が
動
脈
硬
化
に
効
き
目
の

あ
る
こ
と
が
全
国
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
ま
さ
に
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
長

湯
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
た
ツ
ム
ラ
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱

と
札
幌
国
際
大
学
の
松
田
忠
徳
教
授
を
交

え
た
新
企
画
も
注
目
を
集
め
そ
う
で
す
。
一

方
、
農
村
商
社
の
立
ち
上
げ
と
道
の
駅
す
ご

う
の
オ
ー
プ
ン
、
道
の
駅
竹
田
の
拡
張
オ
ー

プ
ン
も
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
奏
功
し
、
週
末
は

駐
車
場
が
満
杯
に
。

　

加
え
て
、
廃
校
に
な
っ
て
寂
し
い
限
り

だ
っ
た
下
竹
田
小
学
校
が
大
分
県
立
芸
術

文
化
短
期
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
甦
っ

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ

た
人
た
ち
に
も
大
き
な
喜
び
を
授
け
て
く

れ
た
の
で
し
た
。
こ
の
道
に
導
い
て
く
れ
た

の
は
、
中
山
欽
吾
学
長
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
事
務
局
長
に
就
任
し
て
い
る
山
蔭
政
伸

さ
ん
の
お
力
添
え
が
大
き
か
っ
た

の
で
す
。
山
蔭
事
務
局
長
は
、
私

の
高
校
時
代
の
同
級
生
。
ま
さ

に
、
有
由
有
縁
の
世
界
で
す
。
さ

ら
に
今
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
廣

瀬
武
夫
中
佐
を
テ
ー
マ
に
し
た
嚶

鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
、
日
露
文
化
セ

ン
タ
ー
代
表
の
川
村
秀
さ
ん
や
ロ

シ
ア
連
邦
外
務
省
在
日
代
表
部
長

ア
ン
ド
レ
イ
・
フ
ェ
シ
ュ
ン
（
在

日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
１
等
書
記

官
・
文
化
担
当
）
さ
ん
と
の
接
点

を
活
か
し
な
が
ら
、
廣
瀬
武
夫
所

縁
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市

や
（
市
内
）
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

区
と
の
交
流
も
視
野
に
入
っ
て
き

ま
す
し
、
ま
た
同
時
期
に
予
定
さ

れ
て
い
る
銅
像
の
建
立
も
全
国
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
迎
え
ら
れ
る
予
感
が
し
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
、
情
報
発
信
力
と
人
脈
の
大
切
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
。
最
近
、
と
て
も
心
温
ま
る
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
福
岡
県

八
女
市
柳
瀬
に
お
住
ま
い
の
氷
室
郁
子
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
氷
室
さ
ん

の
地
元
に
あ
る
三
河
小
学
校
で
は
、
毎
年
11

月
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
付
け
た
風
船
を
飛

ば
す
の
だ
そ
う
で
す
が
、
平
成
19
年
に
放
た

れ
た
風
船
が
、
翌
年
の
２
月
、
市
内
直
入
町

の
山
林
で
発
見
さ
れ
た
の
で
し
た
。
氷
室
さ

ん
の
話
で
す
。「
拾
っ
て
く
れ
た
男
性
は
す

ぐ
に
小
学
校
に
連
絡
を
く
れ
ま
し
た
。
お
互

い
に
幸
運
の
女
神
に
出
会
っ
た
よ
う
に
嬉

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
と
、
そ
の
人
は
そ

の
ひ
ま
わ
り
の
種
を
庭
に
植
え
て
く
れ
、
夏

に
な
っ
た
ら
、
花
が
咲
き
ま
し
た
よ
っ
て
、

わ
ざ
わ
ざ
電
話
で
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
感
動
し
て
、
だ
か
ら

私
は
そ
の
男
性
が
住
む
直
入
町
に
出
か
け

て
来
た
の
で
す
。
す
ば
ら
し
い
町
で
す
ね
。

喜
び
が
倍
に
な
り
ま
し
た
。
幸
せ
に
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」
と
。

　

目
の
前
を
様
々
な
情
報
が
猛
ス
ピ
ー
ド

で
駆
け
巡
る
現
代
社
会
。
そ
の
一
方
で
、
の

ん
び
り
と
雲
に
乗
っ
て
届
け
ら
れ
た
風
船

の
便
り
。「
息
せ
き
切
っ
て
走
ら
ざ
る
を
得

な
い
時
代
に
あ
っ
て
も
、
あ
ぜ
道
に
咲
く
小

さ
な
花
の
美
し
さ
を
愛
で
る
余
裕
を
失
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」
─
─ 

そ
ん
な
声
が

初
夏
の
空
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。       　
　
　
　
（
題
字
／
川
端
康
成
）

市
長
コ
ラ
ム
〈
第
10
回
〉

有
由
有
縁
（
ゆ
う
ゆ
ゆ
う
え
ん
）

　

文
豪
川
端
康
成
が
晩
年
、よ
く
揮
重
し
た
の
が『
有
由
有
縁
』。

人
と
の
出
会
い
や
物
事
と
の
接
点
が
生
ま
れ
る
の
は
、
偶
然
で

は
な
く
、そ
れ
な
り
の
理
由
が
働
く
か
ら
で
あ
る
と
い
う
意
味
。

　

昭
和
27
年
、
取
材
旅
行
を
兼
ね
、
友
人
高
田
力
蔵
の
案
内
で

竹
田
市
を
訪
れ
、
竹
田
高
校
で
講
演
し
た
川
端
と
の
緑
は
、
ま

さ
に
目
に
は
見
え
な
い
力
だ
け
れ
ど
、
神
の
配
剤
と
し
か
思
え

な
い
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」（URL）http://www2.city.taketa.oita.Jp/Sityo/index.html

雲に乗って届いた便り

　

４
月
18
日
に
大
分
市
で
行
わ
れ
た
別
府

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
の
「
日
韓
文
化
交
流

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
、
市
長

と
マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
氏
と
の
面
会
が

実
現
し
、
同
氏
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市
と
の
交
流
計

画
を
、
市
長
自
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
、
市
内
13
校
で
新
１
年
生
を
祝

う
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

城
原
小
学
校
で
は
２
名
の
新
入
生
が
誕
生

し
、
13
名
の
在
校
生
が
温
か
く
歓
迎
を
し
ま

し
た
。

　
（
今
年
は
宮
城
台
小
学
校
と
岡
本
小
学
校

も
新
入
生
は
２
名
で
し
た
）

↑緊張と感動の初対面を果たしました

↑新１年生の藤本大輝くん（左）と本田陽葵
くん（右）（城原小学校入学式）

アルゲリッチ総監督を訪問
新たな船出　～小学校入学式～

ご入学おめでとうございます！

ツムラ・ライフサイエンス㈱代表取締役  古賀和則
社長（中）と札幌国際大学の松田忠徳教授（右）
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〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜
〈
５
〉

東
京
大
学
景
観
研
究
室 

修
士
課
程
１
年

金
井
雄
太

　

３
月
に
、「
農
業
土
木
遺
産
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
久

し
ぶ
り
に
竹
田
に
訪
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
は
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た
の
で

す
が
、
し
っ
と
り
と
雨
に
ぬ
れ
た
城

下
町
も
ま
た
風
情
が
あ
り
、
昨
年
の

秋
に
調
査
で
訪
れ
た
際
と
は
ま
た

違
っ
た
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
私
が

学
部
の
卒
業
論
文
で
ま
と
め
た
内
容

を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
何
よ
り
驚
い
た
の
は
、
竹
田
の

方
々
が
発
表
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
り
、
ま
た
発
表
に
対
し
て
た

く
さ
ん
の
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
こ
と

で
し
た
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
関
東
で
、

竹
田
の
研
究
に
携
わ
っ
て
か
ら
ま
だ

た
っ
た
１
年
足
ら
ず
の
私
の
発
表
を

聞
い
て
、「
こ
こ
は
水
路
が
あ
っ
た

は
ず
だ
」
と
か
「
こ
こ
は
こ
う
い
う

歴
史
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
」
な

ど
と
様
々
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
け
た
こ

と
は
、
素
直
に
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
秋
に
調
査
で
訪
れ
た
際

も
、
地
図
を
持
ち
カ
メ
ラ
を
ぶ
ら
下

げ
て
ま
ち
の
中
を
歩
く
私
た
ち
に

「
ど
こ
の
学
生
さ
ん
？
」
と
気
さ
く

に
ま
ち
の
方
々
が
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
、
研
究
に
お
い
て

大
き
な
参
考
と
な
っ
た
こ
と
が
何
度

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
の
は
、
も

ち
ろ
ん
行
政
の
力
で
あ
り
、
プ
ラ
ン

ナ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
力
で
も
あ

る
の
で
す
が
、
成
功
の
た
め
の
最
後

の
カ
ギ
と
な
る
の
は
、
ま
ち
の
人
々

の
気
持
ち
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
れ
だ
け
立
派
な
施
策
で
も
、
ど
れ

だ
け
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
も
、
そ
れ

が
受
け
入
れ
ら
れ
て
本
当
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
ま
ち
の
人
々
の
「
ま

ち
を
知
り
た
い
、
そ
し
て
良
く
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
竹
田
は
本
当
に
恵

ま
れ
た
ま
ち
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
白
水
ダ
ム
を
は
じ
め
と

す
る
農
業
土
木
遺
産
が
あ
り
、
風
情

あ
ふ
れ
る
城
下
町
が
あ
り
、
そ
し
て

そ
の
ま
ち
の
歴
史
を
大
事
に
し
誇
り

に
思
う
人
々
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

良
い
ま
ち
で
あ
る
た
め
の
条
件
は
す

べ
て
そ
ろ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
竹
田
を
訪
れ
た

時
に
、
独
特
の
安
心
感
の
よ
う
な
気

持
ち
を
覚
え
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
竹
田
を
訪
れ
た
時
に
、
ま
た

違
っ
た
城
下
町
の
顔
と
、
ま
ち
の
み

な
さ
ま
に
お
会
い
で
き
る
の
が
楽
し

み
で
す
。

今月のひと

自
分
ひ
と
り
で
は
前
に
進
め
な
い
け
ど
、

　
み
ん
な
で
団
結
す

。

「ジャパンセブンス �0�0 高校の部」九州代表に選出された

工
く

 藤
ど う

  　慧
さとし

(竹田高等学校３年・17歳)

　

今
年
３
月
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
た

「
第
11
回
九
州
高
等
学
校
10
人
制
ラ
グ

ビ
ー
大
会
」
の
活
躍
に
目
が
と
ま
り
、

４
月
10
日
の
「
ジ
ャ
パ
ン
セ
ブ
ン
ズ

２
０
１
０
」（
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
大
会
）

に
出
場
し
た
「
九
州
選
抜
チ
ー
ム
」
の

一
員
と
し
て
、
僅
か
12
名
（
う
ち
大
分

県
か
ら
４
名
）
の
選
手
の
な
か
に
、
竹

田
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
か
ら
工
藤
慧
く
ん

が
選
ば
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

７
人
制
の
と
き
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、

ス
ク
ラ
ム
の
要
と
な
る
フ
ッ
カ
ー
。
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
だ
と
き
に
、
ボ
ー
ル
を

後
ろ
に
足
で
掻
き
ま
わ
す
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

　

東
京
で
全
国
の
高
校
生
た
ち
と
試
合

を
し
た
感
想
は
、「
み
ん
な
一
人
ひ
と

り
が
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す
る
し
っ
か
り
し

た
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
プ

レ
ー
を
と
っ
て
も
、
よ
り
高
い
も
の
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。」
と
、
か
な
り
刺
激
を
受
け
た
様
子
。

　

九
州
選
抜
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
決
勝

プ
ー
ル
で
２
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
全
国
と
い
う
雰
囲
気
に
身

を
置
け
た
事
は
貴
重
な
経
験
で
あ
る
と

同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
ラ
グ
ビ
ー
生
活

に
、
そ
の
経
験
が
き
っ
と
生
か
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
竹
高
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
15

人
制
の
試
合
に
出
場
で
き
る
予
定
。
さ

ら
な
る
高
み
に
向
け
て
練
習
に
も
一
段

と
気
合
い
が
入
り
ま
す
。

　

慧
く
ん
に
と
っ
て
の
ラ
グ
ビ
ー
は
、

ま
さ
に
〝
青
春
〟
そ
の
も
の
。
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

ラグビーをはじめたのは、父や兄
もラグビー部の所属で、その影響
を受けたことがきっかけ。「今では
楽しくて仕方がない。」

れ
ば
必
ず
進
ん
で
い
け
る
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４
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
「
竹
田
温
泉
花
水
月
」
の

朝
風
呂
が
毎
朝
、
出
勤
前
や
周
辺
で

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
帰
り
に
利
用
す
る
方

を
中
心
に
大
好
評
で
す
。

　

入
浴
料
が
１
５
０
円
と
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
設
定
も
人
気
の
要
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。

 

・「
腰
痛
持
ち
な
の
で
、
朝
出
勤
前

に
腰
を
温
め
て
い
け
る
の
で
助
か

り
ま
す
！
」　　
（
根
深
武
実
さ
ん
）

 

・「
家
で
朝
入
る
風
呂
よ
り
、
よ
っ

ぽ
ど
気
持
ち
が
い
い
！
料
金
が
安

い
の
も
あ
り
が
た
い
な
あ
。」

（
桑
島
輝
茂
さ
ん
）

　

朝
風
呂
に
入
っ
て
、
す
っ
き
り
し

て
気
持
ち
良
い
ス
タ
ー
ト
切
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

花
水
月
の
朝
風
呂
が
大
人
気
♨

↑
朝
風
呂
を
楽
し
む
常
連
の
み
な
さ
ん

家族風呂は通常営業日（木曜日が休館日）の
朝６時から９時まで。
◯問 竹田温泉花水月　☎ 64-1126

　

３
月
27
日
、瀧
廉
太
郎
会
主
催「
第

14
回
て
づ
く
り
音
楽
会
」
が
直
入
教

育
会
館
２
階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
訪
れ
た
観
客
は
混
声
合

唱
や
サ
ッ
ク
ス
、
琴
の
演
奏
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。
写
真
は
三
味
線
を

弾
く
外
国
語
指
導
助
手
の
ケ
ル
シ
ー

さ
ん
（
右
か
ら
２
番
目
）。

さわやかな演奏を楽しむ

　平成21年度大分県強い農業づくり交付金
（経営構造対策事業）による「複合経営促進
施設　荻町トマト栽培施設」落成式が４月12
日、エコファーム21（荻町恵良原）で行われ
ました。ハウス面積８千850平方㍍。今後ま
すますの農業の活性化が期待されます。

春は期待わくわく！

　平日でも市内外から多くの湧水ファンが訪
れる「河宇田湧水」に屋根付きの水汲み場が
完成し、４月19日竣工式が行われました。
　また、コットン水車の水車と渡り橋も改修
されました。

↑新しい水汲み場が完成（河宇田湧水）

　竹田の春を彩る「第 62 回岡城桜まつり」が４月４
日に開催されました。
　この日まで持ちこたえた早咲きの桜の花が舞うな
か、俳優の藤本隆宏さんを城主に迎えた総勢 110 人
の大名行列が竹田の城下町を練り歩きました。
　また、岡藩甲冑武者揃えによる甲冑武者行列や豊後
大友宗麟鉄砲隊による火縄銃の披露も行われました。 ↑  勝ち鬨を上げる市長演じる総大将（甲冑武者行列）

↑  鳴り響く火縄銃の
　  発砲

↑  岡城内を練り歩く大名行列

↑  藤本隆宏城主

↑荻町トマト栽培施設を増設（エコファーム 21）
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail:taketa@city.taketa.lg.jp）

　

女
性
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
心
と

意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

大
分
県
主
催
「
第
３
回
女
性
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
賞
」
に
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
夢
苞
（
渡
邉
由
美
子
理
事
長
）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

夢
苞
は
平
成
12
年
11
月
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
や
高
齢
者
共
同
生
活

支
援
事
業
、
介
護
保
険
事
業
等
を
拡

大
し
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
福
祉

活
動
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

↑渡邉由美子理事長

「
夢ゆ
め

苞つ
と

」が 

女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
受
賞
！

　

通
水
を
記
念
し
て
市
内
各
地
で

「
水
恩
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
中
で
、

４
月
10
日
、
荻
柏
原
土
地
改
良
区
の

「
第
87
回
水
恩
祭
」
が
改
良
区
通
水

紀
念
碑
前
（
荻
町
馬
場
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

先
人
の
熱
い
思
い
に
対
し
て
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
が
未
来
に
何
を
残

す
べ
き
か
、
大
き
な
決
意
を
も
っ
て

望
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　

こ
れ
か
ら
も
市
内
の
全
て
の
土
地

改
良
区
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
農
村

の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
す
る
な
か
で
、

市
と
致
し
ま
し
て
も
不
断
の
努
力
を

続
け
る
覚
悟
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

↑荻柏原土地改良区の「第 87 回水恩祭」

水
の
恵
み
に
感
謝

「
水
恩
祭
」

↑社会勉強で参加した
　荻小学校の 5 年生に
　よる献花

　

環
境
を
考
え
る
地
域
グ
ル
ー
プ

「
ひ
よ
こ
」（
後
藤
奈
生
美
代
表
・
22

名
）
が
４
月
８
日
、
大
分
み
ど
り
和

牛
振
興
会
久
住
支
部
に
廃
油
せ
っ
け

ん
１
８
０
個
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
会
長
は
「
畜
産
農
家
の
方
に

廃
油
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
い
た
だ

き
、
環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
ほ

し
い
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

寒
の
戻
り
で
例
年
よ
り
開
花
が
遅

れ
、
ま
だ
蕾
み
の
多
い
ぼ
た
ん
が
境

内
を
覆
う
中
、
岡
藩
の
中
川
久
盛
二

代
藩
主
が
建
立
し
た
城
北
町
の
英
雄

寺
で
４
月
20
日
、花
祭
「
ぼ
た
ん
会
」

が
開
催
さ
れ
、
参
拝
者
に
ぼ
た
ん
酒

が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
公
の
朝
鮮
出
兵
を
起
源
と
す

る
ぼ
た
ん
が
咲
き
誇
る
頃
に
は
、
城

下
町
に
初
夏
が
訪
れ
ま
す
。

畜産農家に廃油せっけんを贈呈

英雄寺 花祭「ぼたん会」

↑
エ
ノ
ハ
の
稚
魚
を
放
流

　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
原
に
て
）

魚たちの棲みよい川をめざして
　大野川漁業協同組合は４月 11 日、夢ある
川づくり放流事業補助金を活用して市内及び
豊後大野市の大野川本流や支流にてアマゴや
アユなど４万５千匹（竹田支部は３万匹）を
放流しました。
　大分市からボランティアで参加した清原秀
郷さん（46 歳）は「去年はよく釣れましたが、
今年の釣果は、いま一つです。魚が多い分に
は何も悪いことはないと考えていますので、
この放流事業は、本当にいいことだと思いま
す。子どもの代にも魚のいる川であってほし
いと願っています。」と話してくれました。

　

４
月
13
日
、
広
瀬
勝
貞
大
分
県
知

事
は
城
原
地
区
を
訪
れ
、
城
原
井
路

土
地
改
良
区
の
発
電
所
に
立
ち
寄
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
農
業
用
水
路
に

流
れ
る
水
を
活
用
し
て
発
電
さ
せ
る
、

完
成
し
た
ば
か
り
の
小
水
力
発
電
設

備
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
場
所
を
城
原
地
区
館
に
移

し
『
県
政
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』
を
開

催
。
参
加
住
民
か
ら
は
地
区
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
要
望
な
ど
が
多
数
出

さ
れ
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
っ
た
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

菅
生
地
区
の
病
除
け
を
目
的
に
毎

年
旧
暦
の
３
月
４
日
頃
に
行
わ
れ
て

い
る
祭
り
に
は
、
天
狗
面
の
猿
田
彦

を
先
導
に
御
神
面
（
ご
し
ん
め
ん
）

が
家
々
を
回
り
、
地
域
住
民
の
健
康

を
願
い
ま
す
。

県政ふれあいトーク
廣瀬知事が城原地区を訪問禰

ね

疑
ぎ

野
の

神社病除祭り
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竹
田
市
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
た
だ
く
『
竹
田
大
使
・
竹
田

特
命
大
使
』
の
任
命
式
が
４
月
３
日
、

市
本
庁
舎
応
接
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

別
府
大
学
客
員
教
授
の
辻
野
功
さ

ん
を
『
竹
田
大
使
』
に
、
俳
優
の
藤

本
隆
宏
さ
ん
を
竹
田
特
命
大
使
に
そ

れ
ぞ
れ
任
命
し
ま
し
た
。

辻
野
功
（
つ
じ
の
い
さ
お
）
さ
ん

…
…
大
分
の
魅
力
を
紹
介
し
た
「
大

分
学
」
を
出
版
し
、
市
内
で
開
催
さ

れ
た
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
師
や
パ

ネ
リ
ス
ト
を
務
め
ま
し
た

藤
本
隆
宏
（
ふ
じ
も
と
た
か
ひ
ろ
）
さ
ん

…
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ「
坂

の
上
の
雲
」
で
、
竹
田
市
出
身
の
廣

瀬
武
夫
役
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　

廣
瀬
武
夫
顕
彰
会
主
催
『
藤
本
隆

宏（
廣
瀬
武
夫
役
）と
歴
女
と
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
』
が
４
月
３
日
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

陽
明
学
の
知
行
合
一
・
仁
の
心
を

信
条
と
し
て
い
た
廣
瀬
武
夫
は
女
性

の
憧
れ
の
人
物
だ
っ
た
こ
と
か
ら
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
坂
の
上
の
雲
」
で
は

廣
瀬
武
夫
役
の
藤
本
隆
宏
さ
ん
と
歴

女
（
歴
史
の
好
き
な
女
性
の
略
）
代

表
と
し
て
、
浦
野
路
子
（
愛
知
県
知

多
市
）
さ
ん
、
後
藤
宕
子
（
大
分
県

豊
後
大
野
市
）
さ
ん
、
高
山
千
代
子

（
竹
田
市
）
さ
ん
の
３
人
が
集
ま
り
、

藤
本
さ
ん
と
ド
ラ
マ
の
撮
影
話
や
廣

瀬
武
夫
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
の
ト
ー

ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
本
さ
ん
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
廣
瀬
武
夫
さ
ん
は
竹
田
市
の
英

雄
。
今
回
、
そ
の
方
の
役
を
演
じ
る

こ
と
に
な
り
、
本
当
に
ち
い
さ
な
こ

と
で
す
が
、『
歴
史
を
き
ち
ん
と
伝

え
て
い
く
こ
と
』
を
大
事
に
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
と
い
う
の
は
、
人
の
た

め
に
何
か
を
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の

幸
せ
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
演
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
ド
ラ
マ
の
中
で
）『
自
分
は
嫁

は
い
ら
ん
。
海
軍
と
、
柔
道
と
、
漢

詩
だ
け
だ
』
と
い
う
廣
瀬
武
夫
さ
ん

の
セ
リ
フ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身

は
、
ひ
と
つ
に
は
水
泳
が
あ
っ
て
、

俳
優
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

『
竹
田
』。
こ
の
３
つ
を
大
事
に
し
て
、

こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

廣
瀬
さ
ん
。

　

初
め
て
あ
な
た
の
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
、
幾
度
の
春

が
過
ぎ
去
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
身
近
に
感
じ
る
日
々
が
来
よ
う
と

は
、
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
大
学
に
入
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
た
ま
た
ま
手
に

取
っ
た
小
説
で
あ
な
た
の
事
を
知
り
ま
し
た
。
異
郷
の
地

で
の
一
人
暮
ら
し
に
、
な
ん
と
も
心
細
い
毎
日
を
や
り
過

ご
し
て
い
た
当
時
の
私
。
そ
ん
な
折
、
本
の
中
と
は
い
え
、

同
郷
出
身
で
あ
る
廣
瀬
さ
ん
を
発
見
し
た
私
は
、
ど
ん
な

に
心
強
く
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
も
私
は
ロ
シ
ア

学
科
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
…
…
。
素
敵
な
偶
然
だ
な
、

と
私
が
勝
手
に
思
い
込
み
、
喜
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
な
た
の
こ
と
を
海
軍
軍
人
と
し
て
で
は
な

く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

ご
く
最
近
の
こ
と
。
何
か
の
ご
縁
に
よ
り
、
私
も
あ
な
た

の
街
竹
田
で
時
を
過
ご
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

文
学
者
と
し
て
の
あ
な
た
に
出
会
っ
た
の
で
す
。

　

今
と
な
っ
て
は
直
接
お
話
し
す
る
こ
と
も
叶
わ
な
い
あ

な
た
で
す
け
れ
ど
、
あ
な
た
を
育
ん
だ
街
の
中
で
、
物
を

感
じ
考
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
あ
な
た
を
理
解
す
る
一
番

の
方
法
な
の
で
は
な
い
か
、
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
当
の
こ
と
を
言
え
ば
、
ア
リ
ア
ズ
ナ
さ

ん
の
よ
う
に
お
話
し
を
し
て
み
た
い
の
で
す
。
ロ
シ
ア
文

化
や
、
文
学
、
そ
れ
に
あ
な
た
が
漢
詩
訳
し
た
プ
ー
シ
キ

ン
の
詩
の
こ
と
な
ど
、
訊
い
て
み
た
い
事
が
山
程
あ
り
ま

す
。
い
つ
の
世
か
、
そ
れ
が
実
現
す
る
時
が
来
る
と
良
い

の
で
す
が･･･

。
今
で
き
る
の
は
、
あ
な
た
が
親
し
ん
だ
と

思
わ
れ
る
文
学
を
追
い
か
け
て
読
む
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

廣
瀬
さ
ん
。
私
た
ち
は
街
を
歩
け
ば
、
至
る
所
で
あ
な

た
と
す
れ
違
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
神
社
麓
の

銅
像
の
前
な
ん
か
で
・
・
・
。
そ
の
優
し
い
眼
差
し
を
感

じ
る
と
、
い
つ
で
も
ホ
ッ
と
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
い
つ

ま
で
も
「
仁
」
の
心
で
私
た
ち
を
見
守
っ
て
下
さ
い
ね
。

（
親
愛
な
る
武
夫
さ
ん
、
い
つ
の
日
か
、
一
緒
に
桜
の
花

を
観
に
い
き
ま
し
ょ
う
ね
！
そ
れ
で
は
お
元
気
で
、
の
意
）

須
浦　

真
知
子

М
о

й
　

д
о

р
о

г
о

й
　

Т
а

к
Э

о
！

К
о

г
д

а
-н

и
б

у
д

ь
，

п
о

й
д

ё
м

　
л

Ю
б

о
в

а
т

ь
с

я
с

а
к

у
р

ы
　

в
м

е
с

т
е

！
　

В
с

е
г

о
　

х
о

р
о

ш
е

г
о

．

「藤本隆宏と歴女とのトークショー」では廣瀬武夫宛の
手紙を公募し、大分市の須浦真知子さんの手紙が最優秀賞に
選ばれました。全文を紹介します。

竹
田
は
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
か
の
よ
う
な

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
る
町

↑藤本隆宏さん、辻野功さん、市長（写真左から）

竹田のＰＲお願いします！
別府大学客員教授　辻

つじ

野
の

　功
いさお

さんが竹田大使に！
俳優　藤

ふじ

本
もと

隆
たか

宏
ひろ

さんが竹田特命大使に！

↑藤本さんとトークをする高山千代子さん
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「日韓文化交流オーケストラ・コンサート」にて共演するマルタ・アルゲリッチ（ピアノ）と
桐朋学園オーケストラ（チョン・ミョンフン・指揮）　

（18 日・ｉｉｃｈｉｋｏグランシアタ）

第
��
回 

別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭

「
芸
術
に
は
大
切
な
役
割
が
あ
る
。
人
が
そ
れ
を

  

必
要
と
し
て
く
れ
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
う
」

　

世
界
的
に
有
名
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
マ
ル

タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
と
伊
藤
京
子
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
も
と
、「
育
む
」・「
ア
ジ
ア
」・

「
創
造
と
発
信
」
と
３
つ
の
大
き
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
掲
げ
て
い
る
音
楽
祭
「
第
12
回
別
府

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
」
が
４
月
９
日
か
ら

27
日
に
か
け
て
、
ソ
ウ
ル
（
韓
国
）、
福
岡

及
び
県
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

17
日
、
い
い
ち
こ
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
（
大
分

市
）
で
は
「
ピ
ノ
キ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
～
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
～
」
が

あ
り
、
翌
日
の
出
演
者
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
無
料
招
待
さ

れ
た
県
内
約
８
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
は
眼

を
輝
か
せ
な
が
ら
、
美
し
い
音
色
を
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
当
市
で
は
「
別
府
ア
ル
ゲ

リ
ッ
チ
音
楽
祭
」
の
拠
点
コ
ン
サ
ー
ト
と

し
て
、
２
０
０
６
年
４
月
に
『
タ
ン
ゴ
・

ナ
イ
ト 

in 

竹
田
』（
竹
田
市
文
化
会
館
）、

２
０
０
９
年
11
月
に
『
第
５
回
乗
松
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
ａ
ｔ
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
く
じ
ゅ

う
』（
大
久
保
病
院
）が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

伊
藤
京
子
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
「
竹

田
に
は
瀧
廉
太
郎
や
廣
瀬
武
夫
、
佐
藤
義

美
な
ど
た
く
さ
ん
の
先
人
た
ち
が
い
ま
す
。

育
っ
た
そ
の
土
壌
に
は
文
化
的
な
素
養
と
い

う
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
で
こ
そ
瀧
廉

太
郎
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
こ
れ
程
ま
で
に
長
く

続
い
て
い
る
理
由
で
す
。で
は
ど
う
す
れ
ば
、

も
っ
と
自
分
た
ち
の
中
に
も
浸
透
し
て
、
外

に
も
い
い
影
響
が
及
ぼ
し
て
い
け
る
の
か
を

私
た
ち
も
一
緒
に
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
で
は
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
の

価
値
は
も
の
凄
い
も
の
な
の
で
、
私
た
ち
は

そ
れ
を
共
有
す
る
こ
と
。
大
分
と
別
府
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
。
県
下
の
拠
点
の
方
々
が

そ
れ
を
共
有
し
て
、
役
立
て
て
い
た
だ
け
る

こ
と
は
、と
て
も
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。」と
、

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
市
が
主
催
す
る
「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日

本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
今
年

で
64
回
目
を
数
え
ま
す
。
音
楽
の
盛
ん
な
地

方
都
市
・
竹
田
か
ら
世
界
に
向
け
た
、
ア
ル

ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
と
同
様
に
心
豊
か
な
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「子どもたちがよりよく生きていく、そして、い
い環境に身を置くためにはどうしたらいいのか。
それには大人の努力が必要だと思う。私たちはそ
れをこの「ピノキオ」を通じてやっているのです。」

（伊藤京子総合プロデューサー）

Ⓒ Rikimaru Hotta

Ⓒ Rikimaru Hotta
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翁
は
大
正
９
年
７
月
３
日
福

岡
県
八
女
郡
福
島
町
大
字
宮
本

町
一
の
一
四
六
番
地
、
山
浦
三

節
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

幼
少
の
頃
よ
り
農
を
好
み
、
満

蒙
開
拓
義
勇
軍
に
入
団
、
満
蒙

の
地
に
賭
け
る
も
、
胸
の
病
に

倒
れ
志
な
ら
ず
し
て
帰
国
。
静

養
中
荻
町
柏
原
地
区
の
人
に
奇

遇
す
る
。
彼
の
地
は
阿
蘇
火
山

灰
土
で
土
壌
深
く
肥
沃
の
地
な

る
を
聞
く
。
翁
は
遂
に
昭
和
19

年
９
月
30
日
柏
原
村
に
入
植
、

同
20
年
同
村
の
阿
南
ハ
ツ
ヨ
と

結
婚
、念
願
の
農
の
人
と
な
る
。

翁
は
直
ち
に
地
元
三
重
農
業
高

校
及
び
東
京
農
大
の
通
信
教
育

等
を
受
講
し
な
が
ら
、
同
志
に

呼
び
か
け
、
儲
か
ら
な
い
農
業

か
ら
儲
か
る
農
業
へ
と
意
識
改

革
を
呼
び
か
け
、
農
業
の
多
角

経
営
化
と
企
業
化
的
農
法
を
採

用
、
昭
和
22
年
村
に
初
め
て
野

菜
園
芸
組
合
設
立
。
昭
和
35
年

㈱
丸
福
を
設
立
。
養
鶏
業
・
養

豚
業
を
生
産
か
ら
商
品
販
売
迄

の
一
貫
作
業
方
式
を
採
用
、荻
・

竹
田
地
方
に
お
け
る
唯
一
最
大

の
企
業
化
に
成
功
し
地
方
経
済

に
大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と

は
、
県
下
で
も
有
名
。

　

又
政
治
面
で
は
昭
和
39
年
か

ら
連
続
町
議
、
同
50
年
県
町
村

議
会
議
長
同
54
年
県
議
会
議
員

に
当
選
、
同
62
年
副
議
長
と
な

り
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
情
熱

を
県
政
に
傾
注
、
今
か
ら
と
い

う
折
、
平
成
４
年
７
月
30
日
突

然
の
病
に
倒
れ
不
帰
の
客
と
な

ら
れ
、73
才
の
生
涯
を
閉
じ
る
。

政
府
は
翁
の
長
年
の
ご
功
績
に

対
し
同
日
付
を
以
っ
て
従
五

位
・
勲
四
等
旭
日
小
授
章
を
賜

る
。
こ
こ
に
改
め
て
翁
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
佐
藤　

茂
）

故 阿 南 結 城 翁 の 足 跡

竹
田
市
立 

祖
峰
小
学
校

　
「
お
っ
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
」

子
ど
も
た
ち
の
１
日
は
、
児
童
玄

関
で
の
元
気
な
挨
拶
と
校
長
先
生

と
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
全
校
児
童
の
３
分
の
２
が
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学
。
毎
朝
７

時
30
分
す
ぎ
に
は
校
庭
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
８
時
か
ら
の
５
分
間
は
、
祖

峰
恒
例
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
タ
イ
ム
。

先
生
も
一
緒
に
、
雨
の
日
で
も
体

育
館
で
全
員
走
り
ま
す
。

　

嫗
岳
・
入
田
・
宮
砥
の
３
地
区

か
ら
な
る
祖
峰
小
は
、
地
域
に
支

え
ら
れ
、
地
域
に
育
て
ら
れ
て
い

る
学
校
で
も
あ
り
ま
す
。

  

８
月
に
旧
宮
砥
小
学
校
で
開
催

さ
れ
た
生
き
が
い
サ
ロ
ン
小
学
校

交
流
会
「
白
水
そ
う
め
ん
流
し
」、

３
月
に
神
原
地
区
の
み
な
さ
ん
に

招
待
さ
れ
た
「
緒
環
ひ
い
な
祭

り
」。
地
域
の
人
や
お
年
寄
り
と
の

交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、

お
年
寄
り
と
の
会
話
の
楽
し
さ
や
、

昔
な
が
ら
の
遊
び
の
楽
し
さ
、
自

然
の
も
の
を
楽
し
む
知
恵
や
そ
れ

を
利
用
す
る
技
の
す
ば
ら
し
さ
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
に
本
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
「
入
田
地
区
合
同
文
化
祭
」

で
は
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々

の
前
で
、
歌
や
合
奏
・
跳
び
箱
の

演
技
や
社
会
見
学
学
習
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
多
く
の
方
か
ら
た
く

さ
ん
の
賞
賛
の
拍
手
を
い
た
だ
き
、

達
成
感
と
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
欲

を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
に
は
、
行
事
だ
け

で
な
く
、
授
業
に
も
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
白
水
ダ
ム
や
円
形

分
水
、
名
水
や
地
域
の
産
業
等

に
つ
い
て
の
学
習
で
は
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
方
に
祖
峰
な
ら

で
は
の
学
び
を
創
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域
を
見
直
し
、
地
域

に
誇
り
を
感
じ
た
子
ど
も
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
米
作
り
や
椎
茸

栽
培
で
は
働
く
こ
と
の
大
変
さ
と

収
穫
の
喜
び
を
実
感
し
、
食
物
を

大
切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
も

高
ま
り
ま
し
た
。

  

地
域
の
方
々
が
学
校
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
に
私
た
ち
教
職
員
も

し
っ
か
り
応
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。「
チ
ー
ム
祖
峰
イ
レ
ブ
ン（
職

員
11
名
）」
一
丸
と
な
っ
て
「
ま
な

び
・
や
さ
し
さ
・
た
く
ま
し
さ
い
っ

ぱ
い
の
祖
峰
っ
子
」
の
育
成
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。

（
内
海
慶
三
）

祖
母
竹
田
地
域
と
と
も
に
、「
ま
な
び
・
や
さ
し
さ
・

た
く
ま
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
祖
峰
っ
子
」
を

↑祖峰恒例　朝のジョギングタイム

↑117名参加したもちつき大会

↑「緒環」での交流

阿南結城氏



�� 2010年５月発行

健
康
診
断
の
受
け
方

　

竹
田
市
が
実
施
す
る
健
康
診

断
（
健
診
）
に
は
次
の
３
通
り
が

あ
り
ま
す
。
ど
こ
か
１
か
所
を
選

択
し
て
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
地
区
巡
回
の
集
団
健
診

　

６
月
か
ら
10
月
初
め
ま
で
市
内

を
検
診
車
で
巡
回
す
る
健
診
で
す
。

　

日
程
及
び
会
場
に
つ
い
て
は
、

４
月
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
（
濃
い

ピ
ン
ク
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

＊
内
容
…
特
定
健
診
・
介
護
予

防
健
診
・
が
ん
検
診
等

◇
総
合
健
診
（
施
設
健
診
）

　

時
期
は
５
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
で
す
。

＊
実
施
機
関

①
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

申
し
込
み
は
、
Ｊ
Ａ
大
分
み
ど

り
本
店
経
済
部
経
済
課
が
受
け
付

け
ま
す
。（
☎
６
３―

２
１
２
１
）

②
大
久
保
病
院

　

申
し
込
み
は
大
久
保
病
院

　
（
代
表
）
☎
６
４―

７
７
７
７

③
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー
（
竹
田
会
場
）

　

申
し
込
み
は
竹
田
検
診
会
場
へ

　
（
代
表
）
☎
６
３―
９
６
６
６

（
担
当
：
久
保
）

　

＊
内
容
…
特
定
健
診
・
介
護
予

防
健
診
・
が
ん
検
診
等

（
注
意
）
健
診
機
関
で
コ
ー
ス
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
特
定

健
診
の
み
や
が
ん
検
診
の
み
の

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
日
程
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
配

布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◇
市
内
指
定
医
療
機
関（
��
か
所
）

で
の
個
別
健
診

　

時
期
は
５
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
（
後
期
高
齢
者
は
４
月
か
ら
翌

年
３
月
）、
事
前
に
指
定
医
療
機

関
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、

４
月
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
（
濃
い

ピ
ン
ク
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

＊
内
容
・
・
特
定
健
診
・
介
護

　
　

予
防
健
診

健
診
時
に
持
っ
て
く
る
物

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
竹
田

市
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
、
後
期

高
齢
者
は
ハ
ガ
キ
）

・
健
康
保
険
証

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
65
歳

以
上
の
方
）

※
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
確
認

で
き
な
い
場
合
、
受
診
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

健　

診　

料　

金

　

特
定
健
診
の
料
金
は
、
受
診
券

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
期
高

齢
者
は
無
料
で
す
。

　

ガ
ン
検
診
の
料
金
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
健
診
料
の
補
助
は
年
１
回
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
健
康
増
進
課

　

☎
６
３―

４
８
１
０

　

健
康
相
談
を
ご
希
望
の
方
は

健
康
増
進
課
及
び
各
支
所
い
き

い
き
市
民
課
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。
随
時
承
り
ま
す
。

健
康
診
断
を
受
け
て

　
健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う

竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎��-���0
荻支所いきいき市民課  ☎��-����
久住支所いきいき市民課  ☎��-����
直入支所いきいき市民課  ☎��-����

筍のはさみ揚げ

〈材料〉４人分
ゆで筍……………………小１本
片栗粉………………………少々
鶏挽肉…………………１００ｇ
小ネギ………………………２本
生姜汁…………………小さじ１
酒………………………小さじ１
しょうゆ………………小さじ１
塩……………………………少々
片栗粉…………………大さじ２
天ぷら粉……………………適宜
揚げ油………………………適宜

今月の食材：筍
　竹田では季節ごとに様々な種類が楽しめますが、春は特
にたくさん入手できる季節です。筍はカロリーが低く食物
繊維が豊富で、便秘の解消等に役立ちます。カリウムも豊
富で、体内の塩分バランスを調整してくれ、むくみや高血
圧に効果が期待できます。また筍を切ったときに出てくる
白いツブツブはチロシンというアミノ酸の一種で、脳を活
性化しヤル気を起こさせる成分のひとつだともいわれ研究
が進められています。筍は時間とともにえぐみが増すので、
手に入れたらできるだけ早くゆでて保存しましょう。

〈作り方〉──────────────────
①ゆで筍の穂先は刻み、根のほうは５mm 厚さの半月切り

にする。
②鶏挽肉に、刻んだ筍、小ネギ、その他の調味料を加えて

よくこねる。
③筍は２枚ずつをセットにして、内側に片栗粉をふり、２

の挽肉をはさむ。
④天ぷら粉は水で薄めに溶き、３をくぐらせて１７０℃に

熱した油でカラリと揚げる。
⑤天つゆ、塩、生姜醤油、カボスなどお好みで添えてどうぞ。
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誕
生
お
め
で
と
う

3
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

広報たけた 5 も　く　じ

人口の
うごき

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
５月の
お知らせ

５月
日 月 火 水 木 金 土

�
� � � � � � �
� �0 �� �� �� �� ��

�� �� �� �� �0 �� ��
�� �� �� �� �� �� ��
�0 ��

※カレンダー中の白抜きの
　日が休館日です。

日時　5月19日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

ブックスタート

今月の新刊のご案内
〔一般の本〕
・老兵の消燈ラッパ　　　　　　　　　　　　佐藤　愛子
・水木しげるの遠野物語　　　　　　　　　　水木しげる
・あすなろ三三七拍子　　　　　　　　　　　重松　　清
・よくばらない　　　　　　　　　　　　　　鎌田　　実
・遊行日記　　　　　　　　　　　　　　　　立松　和平
〔子どもの本〕　　　　
・こちょこちょももんちゃん　　　　　　とよたかずひこ
・ともだちごっこ　　　　　　　　　　　　　降矢　なな
・かえんだいこ　　　　　　　　　　　　　　川端　　誠
・ナナのたんぽぽカーニバル　　　　　あんびる　やすこ

ほか30冊ほど購入しました

日時　5月12日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園
　　　えほんのへや

おはなしルーム

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

�月はお休みです

おはなし広場

「司書おすすめの一冊」

「森 茉莉  私の中のアリスの世界」
森 茉莉（日本図書センター）
　人生のエッセイシリーズ　
茉莉・イン・ワンダーランド
はいかがですか？読めばあな
たも不思議の国へ！おすすめ
です。

「ちゅうしゃなんかこわくない」
長谷川義史（岩崎書店）

　今日は注射の日だけ
どぼくはちゅうしゃが
だいっきらい！ホンワ
カ爆笑フアンタジー・
注射ぎらいが治るかも
……

　� 月 � 日㈬にこどもの日のおはなし会を開催します。午前 �0:�0 ～ ��:00 と午後 ��:�0
～ ��:00 の予定です。えほんのへやに来てくださいね！

よみがえる　下竹田小学校……………………………………………�
夢がカタチを結ぶとき…………………………………………………�
知産知消のすすめ………………………………………………………�
シリーズ  ほろにが  ……………………………………………………�
わたしたちがいつも見守っています…………………………………�
市長コラム⑩『有由有縁』……………………………………………�0

【別冊 たけたん情報】　５月のこよみ、たけたん情報　

TAKETAN FACE 今月のひと（工藤　慧）……………………………��
まちの話題………………………………………………………………��

竹田大使・竹田特命大使／アルゲリッチ音楽祭／ぼくたちわた
したちの学び舎／まるごと博物館／保健だより／食育レシピ／
図書館情報／誕生おめでとう／プクサン

ふるさと風韻（白石哲也）……………………………………………��

訂正　広報たけた２月号の誕生おめでとうに掲載された山室梨媛ちゃんの
自治会が千引自治会となっていましたが、正しくは「上鹿口」自治
会でした。訂正致します（竹田市市民課）

（前月比）
人　口　25，524 人（－175 人）
　男性　  11,868 人（－  99 人）
　女性　  13,656 人（－  76 人）

（前月比）
世帯数　10,564 世帯（－ 37 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成 22 年３月 31 日現在）
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僕
は
十
四
歳
に
な
る
ま
で
、
竹

田
で
育
ち
ま
し
た
。
竹
田
は
山
が

近
い
せ
い
か
緑
が
濃
く
、
何
よ
り

水
が
き
れ
い
で
す
。
竹
田
の
駅
を

降
り
る
と
、
先
ず
稲
葉
川
が
あ
り
、

少
し
上
流
に
亀
ヶ
淵
が
あ
っ
て
、

夏
に
は
子
供
達
が
（
今
考
え
る
と
、

大
変
危
険
で
す
が
）
岩
か
ら
勢
い

良
く
川
に
次
々
と
飛
び
込
ん
で
行

く
の
が
、
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
苔
む
し
た
岡
城

跡
が
あ
り
、
春
に
は
桜
、
秋
に
は

も
み
じ
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
そ

こ
に
住
む
町
の
人
々
は
と
て
も
人

柄
が
良
く
、
ま
さ
に
久
住
連
峰
の

ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
た
宝
石
箱
の

よ
う
な
、
き
れ
い
な
町
で
す
。

　

そ
ん
な
豊
か
な
環
境
に
育
ま
れ

て
成
長
し
た
僕
は
今
、
東
京
で
作

曲
し
た
り
、
編
曲
し
た
り
、
ピ
ア

ノ
を
弾
い
た
り
し
て
、
音
楽
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
十
四
歳
で
竹

田
を
出
て
か
ら
、
数
年
に
一
度
位

竹
田
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
に
出
演
し
て
か

ら
は
、
数
回
竹
田
で
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
か
せ
て
頂
き
、
又
近
年
は
、

小
・
中
学
校
数
校
の
校
歌
を
作
曲

さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
開
校
式
の
た

め
に
、
毎
年
の
よ
う
に
竹
田
に
帰

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
竹
田
は
、
こ
の
二
十
年
程

で
随
分
変
わ
り
ま
し
た
。
先
ず
道

路
が
整
備
さ
れ
、
昔
の
道
し
か
知

ら
な
い
僕
に
は
、
す
ぐ
に
は
道
が

分
か
り
ま
せ
ん
。
竹
田
に
入
る
に

も
、
昔
「
レ
ン
コ
ン
町
」
と
言
わ

れ
た
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
も
あ
り
ま

せ
ん
。
何
よ
り
旧
市
街
地
の
さ
び

し
さ
は
、
目
を
覆
う
ば
か
り
で
す
。

町
全
体
が
宝
石
箱
の
よ
う
な
、
そ

し
て
、
ま
る
で
博
物
館
の
よ
う

だ
っ
た
竹
田
は
、
ど
こ
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
っ

と
言
え
ば
、
岡
城
跡
や
瀧
廉
太
郎
、

広
瀬
中
佐
、
田
能
村
竹
田
と
い
っ

た
偉
人
達
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
き
、

表
面
を
取
り
繕
う
と
す
る
だ
け
で
、

本
当
に
守
る
べ
き
も
の
を
、
守
っ

て
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

先
日
、
東
京
で
僕
達
の
さ
さ
や

か
な
同
級
会
が
あ
り
、
こ
の
こ
と

が
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
自
分
達
を
育
て
て
く
れ
た

竹
田
に
、
ど
ん
な
〝
恩
返
し
〟
が

出
来
る
か
を
真
剣
に
語
り
合
い
ま

し
た
。
竹
田
を
出
た
僕
達
は
、
竹

田
の
こ
と
を
本
当
に
心
配
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昔
の
良
き

竹
田
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に
、

今
、
何
を
す
る
べ
き
か
を
懸
命
に

考
え
、
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。

（
文
中
、
少
し
言
い
過
ぎ
た
点
が

あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
敢
え

て
一
石
を
投
ず
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
気
分
を
害
さ
れ
た
方
々
に
は
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
）

竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

外
か
ら
見
た
竹
田

白
しら

石
いし

 哲
てつ

也
や

略　歴
1948 年、竹田市生まれ。
1967 年、桐朋学園大学音楽学部に学ぶ。その後、現在までダークダックスの
音楽監督を務める。
1978 年、LP「メッセージ」でデビュー。「唱歌名曲選」の編曲と共に朝日新
聞紙上等で話題となる。以降、作・編曲家として主に放送界で活動。1992 年
から四年間、NHK 教育テレビ「うたってゴー」に音楽の先生役でレギュラー
出演するなど、クラシックからポップスに至る幅広いジャンルに、さわやか
な作風を提供している。
2009 年から Web 上に「てっちゃんの楽しい合奏編曲講座」を公開中。

題字／草刈樵峰

↑３月25日、校歌を作曲した竹田小学校で特別授業をする
　白石先生（竹田小学校音楽室）
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使

用
し

て
い
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す

。

　

山
地
の
や
や
暗
い
湿
っ
た
林り

ん

縁え
ん

や
林
内
、
沢
沿
い
な
ど
に
好
ん
で

生
育
す
る
地ち

上
じ
ょ
う

茎け
い

の
な
い
高
さ
８

㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
全
体
に

毛
が
目
立
ち
ま
す
。

　

束そ
く

生せ
い

す
る
根こ

ん

生せ
い

葉よ
う

は
長

ち
ょ
う

卵ら
ん

状
じ
ょ
う

心し
ん

形け
い

で
、
ふ
ち
に
は
ま
る
い
鈍ど

ん

鋸き
ょ

歯し

が
あ
り
、
長
さ
５
㌢
、
幅
が
４
㌢

ほ
ど
で
す
。
葉
の
色
は
個
体
に
よ

り
変
異
が
あ
り
、
緑
色
、
暗
緑
色
、

暗
紫
色
な
ど
を
帯
び
て
い
ま
す
。

ま
た
白
い
模
様
を
つ
く
っ
て
斑は

ん

紋も
ん

が
入
り
ま
す
。
葉
の
裏
面
は
紫
色

で
す
。

　

晩
春
の
頃
、
ス
ミ
レ
特
有
の
形

を
し
た
径
１
・
５
㌢
ほ
ど
の
白
い

５
弁べ

ん

花か

を
咲
か
せ
ま
す
。
花
は

花
弁
が
細
く
小
ぶ
り
で
横
向
き
で

す
。
側そ

く

弁べ
ん

の
内
側
に
は
毛
が
あ
り
、

下
部
の
唇し

ん

弁べ
ん

に
は
濃
い
紫
の
筋す

じ

が

あ
り
ま
す
。

　

花
が
比
較
的
小
さ
く
深
い
山
に

生
育
す
る
の
で
小こ

深み

山や
ま

菫
す
み
れ

の
名
が

あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
祖
母
山
系
の
落
葉
樹

林
の
林
内
や
渓
流
沿
い
な
ど
で
観

察
さ
れ
ま
す
。
ス
ミ
レ
と
し
て
は

花
期
が
一
番
遅
い
ス
ミ
レ
の
一
種

で
す
。
花
期
は
４
月
下
旬
か
ら
５

月
で
す
。

郷土の植物 （255）

阿孫　久見
第62回

コミヤマスミレ（スミレ科）

平成22年６月に

１歳の誕生日を

迎えるお子さんの

写真を募集します！

秘書広報係
☎ 63-1043

問

平成21年５月生まれ 誕生日　親
（自治会）

「皐
さ

　月
つき

」
代掻きを終えた水田の夕
映え。早苗月の空は美し
く泣く。
撮影・デザイン／竹 蔵　TAKEGURA

倉
くら

𠩤
はら

 久
ひさ

古
こ

さん

　

４
月
18
日
に
倉
𠩤
久
古
さ
ん
（
三
砂
）

が
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

お
茶
の
先
生
と
し
て
75
歳
ま
で
指
導
さ
れ
、

今
は
娘
さ
ん
の
た
て
た
お
茶
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
倉
𠩤
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
。　
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第 54 回  祖母山開き
◇山頂祭　
　日時　５月３日㈪
　　　　11：30 ～　　　
　場所　祖母山山頂
　　　　※小雨決行
●お問い合せ
　竹田市商工観光課　☎ 63-4807

第 41 回竹田高等学校器楽部　定期演奏会
テーマ　　歩未　～あゆみ～
　と　き　５月４日（火・祝）
　　　　　開場　16：30
                 開演　17：00 
　ところ　文化会館大ホール　　
　入場料　無　料

世界の子どもたちと未来のために……
ペットボトルのキャップをご持参ください！

●お問い合せ　竹田高等学校器楽部　☎ 63-3401

片ヶ瀬新緑白百合祭り
　と　き　５月９日㈰　11：00 ～
　ところ　小富士神社　
　主　催　片ヶ瀬自治会・小富士神社総代会・片ヶ瀬環

境保全会
●お問い合せ　片ヶ瀬白百合祭り実行委員会
　　　　　　　（☎ 62-2059）

「竹田総合地域学センター  由学館」設立総会
　と　き　　５月 16 日㈰　
　　　　　　開会　13：00　
　ところ　　竹田市総合社会福祉センター
　内　容　　【記念講義】

『江戸時代の閑谷黌・由学館
から現代の「由学館」を目指して』
中川久定先生（京都大学名誉教授・竹田市
名誉市民）13：30 ～

　　　　　　【記念講演】
『総合地域学のめざすもの─文明交流史の
視点から─』松田　清先生

　　　　　　（京都大学教授）14：20 ～
　　　　　　【研究報告】岡村一幸氏
　　　　　　（臼杵市教育委員会文化財課）15：15 ～
●お問い合せ　竹田市教育委員会文化財課　☎63-4818

第 28 回  久住山岳滑翔大会
　◇慰霊祭・安全祈願祭　　５月 15 日㈯ 14：00 ～

　◇開会式　５月 16 日㈰　10：00 ～
　◇競　技　５月 16 日㈰～ 21 日㈮
　◇閉会式　５月 22 日㈯　 10：00 ～
　場　所　久住グライダー滑空場
●お問い合せ　㈶日本学生航空連盟　☎ 092-623-8880

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕９：00 ～ 17：00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は開館）※５月６日（休館）
○常設展「田能村竹田と岡藩の絵師たち」　
　　　　　４月９日㈮～５月 13 日㈭２階展示室 B

田能村竹田と淵野真斎・桂僊、森嶰谷、渡辺拈華ら岡
藩の絵師たちの作品を紹介します。
○常設展「田能村竹田と近代の南画家たち」　
　　　　　５月 14 日㈮～６月 17 日㈭　２階展示室Ｂ

南画家の巨匠　田能村竹田の作品を中心に、近代の南
画家たちを紹介します。現存する竹田最古の作品『河
豚図』を展示しますので、ぜひこの機会にご覧ください。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕９：00 ～ 17：00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は開館）
○『いつのまにか 10年　それから 10年
　　川野和男木版画展』　
　 ４月 21 日㈬～５月５日㈬　

版画の創作活動 20 年の節目として、木版画 40 点を
展示。（川野和男　☎ 62-2416）
○『竹田市美術協会写真部会員展』　　
　５月７日㈮午後～ 16 日㈰

竹田市美術協会写真部会員が、竹田市近郊の大自然の
美しさ、子どもたちに残したい地域の文化などを写し
たもの約 40 点を展示。

（竹田市美術協会写真部　☎ 62-3110）
○『第 12回虹の会・きつつきの会　木版画交流展』

５月 18 日㈫午後～ 23 日㈰
　熊本の虹の会の会員の版画（木版画・シルクスクリー
ン）20 点と、竹田市のきつつきの会会員の木版画 10
点を展示。（きつつきの会　☎ 62-2416）
○『さつき盆栽展示会』　　　　　　　　　　　

５月 26 日㈬午後～ 30 日㈰
小品飾りや座敷飾りなどのさつき花季展。約 20 点を
展示。（竹田さつき盆栽同好会　☎ 63-2579）
○『写団久住万作の会写真展』　

６月１日㈫午後～６月 13 日㈰
隠れた四季折々の久住の姿を撮影した作品、約 50 点
を展示。（写団久住万作の会　☎ 76-0541）
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月　間
５月は「児童福祉月間」です
　児童福祉の理念の周知を図るとともに、国民の児童に
対する理解と認識を深め、児童愛護の責任を自覚するよ
うにとの目的から、毎年５月を児童福祉月間、５月５日
の「子どもの日」からの１週間を「児童福祉週間」と定
めて、広報啓発等の取り組みを行います。未来を担う子
どもたちのため、家庭・学校のほか職場や地域でも見守
りや支援にご協力ください。

平成 22 年度週間標語
　　　　　『地球はね　笑顔がつまった　星なんだ』
●お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎ 63-4811

５月は「赤十字運動月間」です。
　日本赤十字社の活動にご協力を
　多くの市民の皆さんから日本赤十字社にお寄せいた
だいている社資（年間 500 円以上）は、災害や紛争に
よる被災者や犠牲者などへの救護活動をはじめとして、
様々な事業に活用されています。
　５月は、「赤十字運動月間」で、活動資金をご寄付い
ただける方々の募集を行っています。ご寄付に対しては、
税制上の優遇措置のほか、表彰制度もあります。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所管理係　☎ 63-4811

スポーツ
第 19 回竹田市愛誠杯健康ナイター陸上競技大会
　日　時　５月８日㈯　17：30 ～
　場　所　竹田市総合運動公園陸上競技場
●お問い合せ　竹田市陸上競技会事務局
　☎ 090-4588-4963（佐藤）、☎ 090-4771-8491（甲斐）

国際映画上映会「ドリームシップ エピソード１／２」
（2004 年・米・83 分）

　ドイツの人気コメディアンでもあるミヒャエル・ブリ
ー・ヘルビヒ監督が、ナンセンス西部劇「マニトの靴」
に続いて撮り上げたおバカＳＦコメディ。未来の地球を
舞台に、人類滅亡の危機に立ち上がるオカマ３人組の活
躍を、「スター・ウォーズ」や「スタートレック」といっ
た人気映画のパロディやギャグ満載で綴る。本国ドイツ
では歴代１位のオープニングを記録する大ヒットとなっ
た。
　日　時　５月 24 ㈪ 19：30 ～
　場　所　竹田市総合社会福祉センター多目的ホール
　出　演　ミヒャエル・ブリー・ベルビヒ他
　入　場　　無　料
※このＤＶＤ上映は、非営利・無料・無報酬で、著作権

法第３８条に基づき上映されるものです。
●お問い合せ　国際交流員　グリュツマハー ･ ゼンケ　
　☎ 63-4807（竹田市商工観光課）

教室・講座
ドイツ料理教室 「クリームソース付豚肉」
　国際交流員（ドイツ人）によるドイツ料理を紹介します。
　今回は薄スライスされた豚肉の焼き、ドイツの白ワイ

ンとクリームで作ったソースを付け、ヌードルとサラダ
に合わせて食べます。
　日　時　５月 19 日㈬　10：30 ～
　場　所　荻町福祉健康エリア
※重要：会場の都合、器具の準備や材料購入等のため、

５月 17 日㈪午前中までにお申し込みくださいますよ
うお願い申し上げます。

●お問い合せ　国際交流員　グリュツマハー ･ ゼンケ　
　☎ 63-4807（竹田市商工観光課）

木版画教室の参加者募集！
　中央公民館では、木版画教室を開講します。6 月から
月２回開催予定です。興味のある方は、是非お申し込み
ください。
　なお、材料や道具等の費用は、一部負担していただき
ます。
●お問い合せ・お申込み　竹田市中央公民館　☎ 63-1044

第４回岡の里文化財探訪講座
（ふるさと歴史ウォーキング）
　広田敦県文化財保護委員と下記の日程で現地の保護状
況にもふれ、ふるさとの貴重な文化財について学びたい
と思います。
　お誘いの上、多数の皆様のご参加をお待ちしています。
　日時　５月 29 日㈯　９：00 出発　12：00 解散
　集合場所　竹田歴史資料館
　コース　竹田―白丹―南山城跡―稲葉公園―中通り－
　　　　　丸山西法寺跡―久住地区－都野地区－竹田
　　　　　※昨年とは逆コースで回ります。
　参加料　500 円（保険、資料代など）
　各自で用意するもの　軽装、雑巾
　申込締切　５月 27 日まで（休日の翌日は休館日）
●お問い合せ・お申込み　竹田創生館　☎ 62-4100

第８回地域の岩石・地層・化石観察会
　日時　５月 23 日㈰　10：00 ～ 15：00
　集合場所　竹田市文化会館
　講座　「湧水と土地のつくり」

名水百選の「竹田湧水群」、１秒間に１トン以
上の水が湧く老野湧水と、竹田市は水郷として
知られています。
これらの湧水の仕組みを、土地を造る地層や岩
石とから考察します。

　講師　大分地質学会　工藤幸久
　参加料　大人 1,000 円（資料代）　高校生以下無料
　各自で用意するもの

筆記用具、弁当、飲み物、金槌、新聞紙、ビ
ニール袋、歩きやすい服装、帽子、軍手、タオ
ル、今回特に長靴を持参してください。

　申込締切　５月 19 日まで（休日の翌日は休館日）
●お問い合せ・お申込み　竹田創生館☎ 62-4100

保健衛生
高齢者のよい歯コンクール参加者募集
　80 歳で 20 本の自分の歯を残すことは、心身の健康
の保持増進に重要です。
　口腔の健康の重要性を啓発することを目的に、よい歯
のコンクールを開催します。
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　対象者　平成 22 年３月 31 日現在、満 80 歳以上（昭
和５年３月 31 日以前に生まれた方）で、自
分の歯を 20 本以上保持されている方。（過
去に表彰を受けられた方を除く）

　開催日　平成 22 年６月 25 日㈮
　場　所　竹田市総合社会福祉センター
　締切り　６月 11 日㈮まで
●お問い合せ・お申込み　竹田市健康増進課　☎ 63-4810

福　祉
福祉サービス利用に係る利用者負担の改正について
　平成 22 年４月から、市民税非課税世帯※の障がいの
ある方が、障害福祉サービス、地域生活支援事業の利用、
補装具の購入や修理をする場合の利用者負担が無料にな
りました。
　障害福祉サービス…居宅でのヘルパー利用、施設入所、

就労支援など
　地域生活支援事業…デイサービス、外出時のヘルパー

利用、施設での日中預かり、日常
生活用具の給付など

改正後の利用者負担上限月額（平成 22 年４月から）　

所得区分
生活
保護
世帯

市町村民税非課税世帯 一　　般
（市町村民税　

　　課税世帯）低所得１ 低所得２

　
　
（
居
宅
・
通
所
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

障がい者 0 円 0 円 0 円

所得割　16 万円
未満 9,300 円
所得割　16 万円
以上 37,200 円

障がい児 0 円 0 円 0 円

所得割　28 万円
未満 4,600 円
所得割　28 万円
以上 37,200 円

　
　
（
入
所
施
設
等
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

障がい者 0 円  0 円 0 円  37,200 円

障がい児 0 円 0 円 0 円

所得割　28 万円
未満 9,300 円
所得割　28 万円
以上 37,200 円

補装具 0 円 0 円 0 円

所得割　46 万円
未満 37,200 円
所得割　46 万円
以上　全額自己
負担

※〔世帯の範囲〕 利用者負担上限月額を判断する際の
世帯の範囲は、次のとおりです。 

種 　　  別 世帯の範囲 
18 歳以上の障がい者

（20 歳未満の施設入所者を除く）        障がい者とその配偶者 

18 歳未満の障がい児
（20 歳未満の施設入所者を含む）      

障がい児の保護者が属する
住民基本台帳上の世帯　　

●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係
　　　　　　　☎ 63-4811　ＦＡＸ 63-0988

平成 22 年度慰霊巡拝に実施について
　国による慰霊巡拝が実施されます。
　参加遺族の範囲は、戦没者の配偶者、子、兄弟姉妹等
となっています。
　詳しくは福祉事務所までお問い合わせください。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所管理係　☎ 63-4811

防　災
木造住宅の耐震診断・耐震改修補助事業
　昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された木造住宅は、
現在の耐震基準を下回っている可能性があります。大分
県が登録した専門家の耐震診断を受け、自宅の耐震基準
を確認しましょう。
　竹田市では、木造住宅の耐震診断及び改修費用の一部
を補助します。
◇耐震診断支援事業
　対　　象　昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された木

造一戸建住宅（ただし、一定の条件を満た
す建築物）

　補助金額　補助対象経費の 3 分の 2 以内の額とし、3
万円を限度とする。

　募集戸数　５戸
　募集期限　平成 23 年１月 31 日㈪まで
◇耐震改修支援事業
　対　　象　昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された木

造一戸建住宅（ただし、一定の条件を満た
す建築物）で、耐震診断の結果、評点が 1.0
未満のもの。

　補助金額　補助対象経費の 2 分の 1 以内の額とし、
60 万円を限度とする。

　募集戸数　３戸
　募集期限　12 月 28 日㈫まで
●お問い合せ・お申込み　竹田市総務課行政係　
　　　　　　　　　　　　☎ 63-4800

募　集
第 21 回豊の国ねんりんピック
　　「シルバー作品展」作品募集
　平成 22 年７月７日㈬～７月 11 日㈰にアートプラザ

（大分市）で開催される「シルバー作品展」に出品する
作品を募集します。
　出品資格　県内在住で昭和 26 年４月１日以前に生ま

れた人でアマチュアの方。
　出品作品　①出品者個人が創作し、未発表のとする。
　　　　　　②各部門とも１人 1 点。
　テ　ー　マ　特に定めない。
　出品料等　出品料は無料。
　出品部門　次の６部門です。
　　【日本画の部】日本画、水墨画
　　【洋画の部】油絵、アクリル画、水彩、素描、版画、
　　　　　　　  パステル画
　　【彫刻・彫塑の部】彫刻・彫塑、その他立体作品
　　【工芸の部】陶芸、染織、漆芸、金工、木竹、人形、
　　　　　　　  その他
　　【書の部】漢字、かな、篆刻、調和体及び前衛、
　　　　　　  刻字を問いません。
　　【写真の部】カラー、モノクロは問いません。
　※各部門とも詳細な規格は福祉事務所福祉係までお問

い合わせください。
　募集期間　平成 22 年５月７日㈮～６月７日㈪
　申込方法　募集期間内に福祉事務所、各支所いきいき

市民課に窓口備付の出品申込書を提出して
ください。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎ 63-4811



2010年
５

月
発

行
❹

※１　お問い合せ　竹 田 市 歩 こ う 会　☎ 62-2501（山本会長）
※２　お問い合せ　岡の里事業実行委員会　☎ 63-4100（竹田創生館）

1 ㈯ ・第１回豊肥地区ベースボールフェスティバル　9：00ー17：00（竹田市民球場、直入球場ほか）〜３日まで

・ウォークラリー大会　13：00ー15：00（地区労働センター）

2 ㈰ ・古町「神明社」すし祭り　17:00〜（神明社）※雨天時も同会場

3 ㈪ 憲法記念日

・第54回祖母山山開き　11：30ー13：00（山頂祭）

4 ㈫ みどりの日　・竹田高等学校器楽部定期演奏会17：00ー20：00（竹田市文化会館）

・おはなしのへや 10：30ー11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

5 ㈬ こどもの日

6 ㈭ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里「名水茶屋」休業日

・竹田温泉「花水月」休館日

7 ㈮ ・第44回九州高校女子ソフトボール選手権大会開会式　17：00〜（竹田市文化会館）

8 ㈯ ・第44回九州高校女子ソフトボール選手権大会・１日目　8：30〜（竹田総合運動公園ほか）

・童謡と絵本の会　10：00〜11：30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）

9 ㈰ ・第44回九州高校女子ソフトボール選手権大会・２日目　8：30〜（竹田総合運動公園ほか）

・片ヶ瀬新緑白百合祭り　11：00ー14：00（小富士神社）

10 ㈪ ・こころの健康相談　13：30ー15：30（荻福祉健康エリア）：要予約（☎63ー3346）

・荻の里温泉休館日　

11 ㈫ ・竹田市歩こう会「高千穂・三秀台」　9：30〜（花水月前　9：30集合）※１

・おはなしのへや　10：30ー11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

12 ㈬ ・豊肥子牛市場　9：30ー13：00 　・おはなしルーム　13：20ー14：00（竹田市立図書館えほんのへや）

・陽目の里「名水茶屋」休業日　・看護の日　・ポリオ予防接種　14：00ー15：00（竹田市総合社会福祉センター）

13 ㈭ ・豊肥子牛市場　9：30ー13：00 

・竹田温泉「花水月」休館日

14 ㈮ ・おも城サイトミュージアム　13：00〜（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課☎63ー4818

15 ㈯ ・郷土の自然に親しみ観察をする会「俵山（南阿蘇外輪山）」（集合7：00文化会館）※２

・第28回久住山岳滑翔大会慰霊祭・安全祈願祭　14：00〜（久住グライダー滑空場）

16 ㈰ ・第28回久住山岳滑翔大会開会式　10：00〜（久住グライダー滑空場）　・竹田総合地域学センター

由学館設立総会　13：00ー16：20（竹田市総合社会福祉センター多目的ホール） ・家庭の日

竹田市のこよみ 5月5月2010年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

17 ㈪ ・荻の里温泉休館日

18 ㈫ ・おはなしのへや　10：30 ー 11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

19 ㈬
・行政相談 10：00 ー 12：00（直入支所）　・行政相談（久住支所）10：00 ー 15：00　・ドイツ料理教室（荻町福祉健康エリア）10：30 ー 13：00　・大分県行政書士会無料相談会 13：00
〜 16：00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・こころの健康相談 13：30 ー 15：30（直入保健福祉センター）：要予約（☎ 63-3346）　・ブックスタート 14：00 ー 15：00（竹田市総合社会福
祉センター）  ・陽目の里「名水茶屋」休業日　・３・６・12 か月児健康診査　13：00 ー 13：20 受付（竹田市総合社会福祉センター）  ・温泉療養文化館「御前湯」休館日  ・食育の日

20 ㈭ ・平成 22 年度高齢者大学開講式　9：30 ー 11：30（竹田市文化会館）　・行政相談　10：00 ー 12：00（荻支所）

・行政相談　10：00 ー 12：00（竹田市総合社会福祉センター）　・竹田温泉「花水月」休館日

21 ㈮
22 ㈯ ・第 28 回久住山岳滑翔大会閉会式　10：00 ー 11：00（久住グライダー滑空場）

・童謡と絵本の会　10：00 〜 11：30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）

23 ㈰ ・第８回「地域の岩石・地層・化石観察会」

 10：00 ー 15：00（竹田市文化会館）

24 ㈪ ・ドイツ映画上映会「ドリームシップ　エピソード１／２」19：30 〜（竹田市総合社会福祉センター多目的ホール）

・荻の里温泉休館日

25 ㈫ ・おはなしのへや　10：30ー11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談　13：30ー15：30（竹田市総合社会福祉センター）：要予約（☎63-3346）

26 ㈬ ・３歳児健康診査　13：00 ー 13：20 受付（竹田市総合社会福祉センター）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

27 ㈭ ・こころの健康相談　13：30 ー 15：30（久住保健センター）：要予約（☎ 63-3346）

・竹田温泉「花水月」休館日

28 ㈮
・8：30 ー 13：00　 竹田市歩こう会「ゴミフ（予定）」（歴史資料館前８：30 集合）※１
・平成 22 年度竹田市明るい選挙推進協議会総会　14：00 〜（竹田市役所本庁舎３階会議室）
・おも城サイトミュージアム　13：00 〜（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課☎ 63-4818

29 ㈯ ・第４回岡の里文化財探訪講座（集合場所：竹田歴史資料館）　9：00 ー 12：00

◯問 竹田創生館☎ 62-4100　・田植え体験交流 10：40 〜（荻町西福寺田んぼ）

30 ㈰
31 ㈪ ・荻の里温泉休館日【納期限】自動車税・軽自動車税・固定資産税全期、1 期

月　間

その他

・５／９㈰〜 15 ㈯　看護習慣

・５／５㈬〜 11 ㈫　児童福祉週間　

・赤十字運動月間

・５／２㈯〜５㈬　竹田のうまいもの市 in 花水月（竹田温泉花水月 )

・緑の募金（〜５／ 31）、みどりの月間（15 日〜５月 14 日）　・６／６㈰　くじゅう山開き

第44回九州高校女子ソフトボール選手権大会
開会式

〈日時〉５月７日㈮　17：00 〜
〈場所〉竹田市文化会館大ホール

本　選
〈日時〉５月８日㈯〜９日㈰

　　　  ＊第１試合は 8：30 〜
〈場所〉竹田市総合運動公園多目的広場

　　　  竹田市民球場・飛田川野球場 
●お問い合せ　九州高校女子ソフトボール選手権大会事務局
　　　　　　　☎ 63-4817（生涯学習課）

平成22年度　県民すこやかスポーツ祭
　５月は、平成 22 年度県民すこやかスポーツ祭が県下各地で開催されま
す。市内では、次の大会が開催されます。お気軽にご参加下さい。

◆ウォーキング：
　５月 16 日㈰　8：30 〜　竹田市直入支所前広場　
　〈対象者〉どなたでも　〈参加費〉一人 300 円（高校生以下 100 円）
◆グラウンドゴルフ（竹田会場）
　５月 16 日㈰　8：00 〜　竹田市総合運動公園
　〈対象者〉小学生以上　〈参加費〉一人 300 円
◆グラウンドゴルフ（直入会場）
　５月 26 日㈬　8：20 〜直入総合運動公園
　〈対象者〉どなたでも　〈参加費〉一人 500 円
◆ソフトテニス
　５月 23 日㈰　9：00 〜　竹田市総合運動公園テニスコート
　〈対象者〉50 歳以上　〈参加費〉一ペア 500 円
◆レクリエーション
　５月 23 日㈰　9：00 〜　竹田市総合運動公園陸上競技場
　〈対象者〉どなたでも　〈参加費〉１人 100 円
◆フットサル
　５月 30 日㈰　9：00 〜　竹田市総合運動公園陸上競技場
　〈対象者〉どなたでも　〈参加費〉１チーム 1000 円

●お問い合わせ　生涯学習課社会体育係　63-4817

竹田市観光キャンペーンレディ募集
竹田市の観光宣伝や公式行事への参加にご協力いただける方を
募集します。
目　　的　竹田市の観光、特産品、イベント等について広く内

外に情報発信することにより、本市の宣伝の充実を
図り、観光客の誘致に取り組みます。

応募期間　平成 22 年 5 月 1 日（土）〜 5 月 28 日（金）
副　　賞　10 万円相当の旅行券
＊応募資格等は、竹田市観光ツーリズム協会のホームページ

http://www.taketan.jp/ をご覧いただくか、竹田市商工観光課
☎ 63-4807 までお問い合わせください。

♨
ますます愛される花水月へ

　竹田温泉花水月の休館日は、毎週木曜日
になりました。５月から毎週月曜日は通常
営業日となります。
●お問い合せ　竹田温泉花水月☎ 64-1126

年金相談
●と　　　き　8：30 受付　10：00 ー 15：00
●と　こ　ろ　竹田市高齢者いきいき交流センター
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所☎ 097-552-1211
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※１　お問い合せ　竹 田 市 歩 こ う 会　☎ 62-2501（山本会長）
※２　お問い合せ　岡の里事業実行委員会　☎ 63-4100（竹田創生館）

1 ㈯ ・第１回豊肥地区ベースボールフェスティバル　9：00ー17：00（竹田市民球場、直入球場ほか）〜３日まで

・ウォークラリー大会　13：00ー15：00（地区労働センター）

2 ㈰ ・古町「神明社」すし祭り　17:00〜（神明社）※雨天時も同会場

3 ㈪ 憲法記念日

・第54回祖母山山開き　11：30ー13：00（山頂祭）

4 ㈫ みどりの日　・竹田高等学校器楽部定期演奏会17：00ー20：00（竹田市文化会館）

・おはなしのへや 10：30ー11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

5 ㈬ こどもの日

6 ㈭ ・荻の里温泉休館日　・陽目の里「名水茶屋」休業日

・竹田温泉「花水月」休館日

7 ㈮ ・第44回九州高校女子ソフトボール選手権大会開会式　17：00〜（竹田市文化会館）

8 ㈯ ・第44回九州高校女子ソフトボール選手権大会・１日目　8：30〜（竹田総合運動公園ほか）

・童謡と絵本の会　10：00〜11：30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）

9 ㈰ ・第44回九州高校女子ソフトボール選手権大会・２日目　8：30〜（竹田総合運動公園ほか）

・片ヶ瀬新緑白百合祭り　11：00ー14：00（小富士神社）

10 ㈪ ・こころの健康相談　13：30ー15：30（荻福祉健康エリア）：要予約（☎63ー3346）

・荻の里温泉休館日　

11 ㈫ ・竹田市歩こう会「高千穂・三秀台」　9：30〜（花水月前　9：30集合）※１

・おはなしのへや　10：30ー11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

12 ㈬ ・豊肥子牛市場　9：30ー13：00 　・おはなしルーム　13：20ー14：00（竹田市立図書館えほんのへや）

・陽目の里「名水茶屋」休業日　・看護の日　・ポリオ予防接種　14：00ー15：00（竹田市総合社会福祉センター）

13 ㈭ ・豊肥子牛市場　9：30ー13：00 

・竹田温泉「花水月」休館日

14 ㈮ ・おも城サイトミュージアム　13：00〜（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課☎63ー4818

15 ㈯ ・郷土の自然に親しみ観察をする会「俵山（南阿蘇外輪山）」（集合7：00文化会館）※２

・第28回久住山岳滑翔大会慰霊祭・安全祈願祭　14：00〜（久住グライダー滑空場）

16 ㈰ ・第28回久住山岳滑翔大会開会式　10：00〜（久住グライダー滑空場）　・竹田総合地域学センター

由学館設立総会　13：00ー16：20（竹田市総合社会福祉センター多目的ホール） ・家庭の日

竹田市のこよみ 5月2010年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

17 ㈪ ・荻の里温泉休館日

18 ㈫ ・おはなしのへや　10：30 ー 11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

19 ㈬
・行政相談 10：00 ー 12：00（直入支所）　・行政相談（久住支所）10：00 ー 15：00　・ドイツ料理教室（荻町福祉健康エリア）10：30 ー 13：00　・大分県行政書士会無料相談会 13：00
〜 16：00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・こころの健康相談 13：30 ー 15：30（直入保健福祉センター）：要予約（☎ 63-3346）　・ブックスタート 14：00 ー 15：00（竹田市総合社会福
祉センター）  ・陽目の里「名水茶屋」休業日　・３・６・12 か月児健康診査　13：00 ー 13：20 受付（竹田市総合社会福祉センター）  ・温泉療養文化館「御前湯」休館日  ・食育の日

20 ㈭ ・平成 22 年度高齢者大学開講式　9：30 ー 11：30（竹田市文化会館）　・行政相談　10：00 ー 12：00（荻支所）

・行政相談　10：00 ー 12：00（竹田市総合社会福祉センター）　・竹田温泉「花水月」休館日

21 ㈮
22 ㈯ ・第 28 回久住山岳滑翔大会閉会式　10：00 ー 11：00（久住グライダー滑空場）

・童謡と絵本の会　10：00 〜 11：30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）

23 ㈰ ・第８回「地域の岩石・地層・化石観察会」

 10：00 ー 15：00（竹田市文化会館）

24 ㈪ ・ドイツ映画上映会「ドリームシップ　エピソード１／２」19：30 〜（竹田市総合社会福祉センター多目的ホール）

・荻の里温泉休館日

25 ㈫ ・おはなしのへや　10：30ー11：00（竹田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談　13：30ー15：30（竹田市総合社会福祉センター）：要予約（☎63-3346）

26 ㈬ ・３歳児健康診査　13：00 ー 13：20 受付（竹田市総合社会福祉センター）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

27 ㈭ ・こころの健康相談　13：30 ー 15：30（久住保健センター）：要予約（☎ 63-3346）

・竹田温泉「花水月」休館日

28 ㈮
・8：30 ー 13：00　 竹田市歩こう会「ゴミフ（予定）」（歴史資料館前８：30 集合）※１
・平成 22 年度竹田市明るい選挙推進協議会総会　14：00 〜（竹田市役所本庁舎３階会議室）
・おも城サイトミュージアム　13：00 〜（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課☎ 63-4818

29 ㈯ ・第４回岡の里文化財探訪講座（集合場所：竹田歴史資料館）　9：00 ー 12：00

◯問 竹田創生館☎ 62-4100　・田植え体験交流 10：40 〜（荻町西福寺田んぼ）

30 ㈰
31 ㈪ ・荻の里温泉休館日【納期限】自動車税・軽自動車税・固定資産税全期、1 期

月　間

その他

・５／９㈰〜 15 ㈯　看護習慣

・５／５㈬〜 11 ㈫　児童福祉週間　

・赤十字運動月間

・５／２㈯〜５㈬　竹田のうまいもの市 in 花水月（竹田温泉花水月 )

・緑の募金（〜５／ 31）、みどりの月間（15 日〜５月 14 日）　・６／６㈰　くじゅう山開き

第44回九州高校女子ソフトボール選手権大会
開会式

〈日時〉５月７日㈮　17：00 〜
〈場所〉竹田市文化会館大ホール

本　選
〈日時〉５月８日㈯〜９日㈰

　　　  ＊第１試合は 8：30 〜
〈場所〉竹田市総合運動公園多目的広場

　　　  竹田市民球場・飛田川野球場 
●お問い合せ　九州高校女子ソフトボール選手権大会事務局
　　　　　　　☎ 63-4817（生涯学習課）

平成22年度　県民すこやかスポーツ祭
　５月は、平成 22 年度県民すこやかスポーツ祭が県下各地で開催されま
す。市内では、次の大会が開催されます。お気軽にご参加下さい。

◆ウォーキング：
　５月 16 日㈰　8：30 〜　竹田市直入支所前広場　
　〈対象者〉どなたでも　〈参加費〉一人 300 円（高校生以下 100 円）
◆グラウンドゴルフ（竹田会場）
　５月 16 日㈰　8：00 〜　竹田市総合運動公園
　〈対象者〉小学生以上　〈参加費〉一人 300 円
◆グラウンドゴルフ（直入会場）
　５月 26 日㈬　8：20 〜直入総合運動公園
　〈対象者〉どなたでも　〈参加費〉一人 500 円
◆ソフトテニス
　５月 23 日㈰　9：00 〜　竹田市総合運動公園テニスコート
　〈対象者〉50 歳以上　〈参加費〉一ペア 500 円
◆レクリエーション
　５月 23 日㈰　9：00 〜　竹田市総合運動公園陸上競技場
　〈対象者〉どなたでも　〈参加費〉１人 100 円
◆フットサル
　５月 30 日㈰　9：00 〜　竹田市総合運動公園陸上競技場
　〈対象者〉どなたでも　〈参加費〉１チーム 1000 円

●お問い合わせ　生涯学習課社会体育係　63-4817

竹田市観光キャンペーンレディ募集
竹田市の観光宣伝や公式行事への参加にご協力いただける方を
募集します。
目　　的　竹田市の観光、特産品、イベント等について広く内

外に情報発信することにより、本市の宣伝の充実を
図り、観光客の誘致に取り組みます。

応募期間　平成 22 年 5 月 1 日（土）〜 5 月 28 日（金）
副　　賞　10 万円相当の旅行券
＊応募資格等は、竹田市観光ツーリズム協会のホームページ

http://www.taketan.jp/ をご覧いただくか、竹田市商工観光課
☎ 63-4807 までお問い合わせください。

♨
ますます愛される花水月へ

　竹田温泉花水月の休館日は、毎週木曜日
になりました。５月から毎週月曜日は通常
営業日となります。
●お問い合せ　竹田温泉花水月☎ 64-1126

年金相談
●と　　　き　8：30 受付　10：00 ー 15：00
●と　こ　ろ　竹田市高齢者いきいき交流センター
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所☎ 097-552-1211



2010年５月発行❻

登　録
平成 22 年度銃砲刀剣類登録審査会
◇平成 22 年度銃砲刀剣類登録審査会日程

月　日 時　間 会　　　　　場
５／ 12 ㈬ 13：00 ～ 17：00 県庁舎別館６階 61 会議室
７／ 14 ㈬ 13：00 ～ 17：00 県庁舎別館８階 84 会議室
９／  ８㈬ 13：00 ～ 17：00 県庁舎別館８階 84 会議室

11 ／ 10 ㈬ 13：00 ～ 17：00 県庁舎別館６階 61 会議室
１／ 12 ㈬ 13：00 ～ 17：00 県庁舎別館８階 84 会議室
３／  ９㈬ 13：00 ～ 17：00 県庁舎別館８階 84 会議室

※都合により会場が変更になる場合もあります
　「銃砲刀剣類登録証」がついていない古式銃砲や刀剣
類は所持できないので、必ず県教育委員会の銃砲刀剣審
査会に出向き、登録証の交付を受ける必要があります。
会場には、現物と発見届出済証・登録手数料（１件 6,300
円）を持参のこと。代理人でも結構です。（家族以外の
代理人は委任状が必要）
　登録証を紛失した場合は、登録証の再交付を受けなけ
ればなりません。（再交付手数料１件 3,500 円）
詳しくは、大分県教育庁文化課　☎ 097-536-5498 まで。

年　金
国民年金保険料の納付は口座振替がお得です
　毎月の口座振替は２種類

　・翌月末振替　→　割引なし
　　　例：５月分の保険料を６月末日振替
　・早割（当月末振替）→月々 50 円割引
　　　例：５月分の保険料を５月末に振替

　通常の口座振替の振替日は翌月末ですが、早割（当月
末振替）にすると、１か月あたり 50 円割引されます。
　※申し込み用紙は、金融機関、年金事務所、市民課年

金係　☎ 63-1111（内線 113・115）にあります。
　※一部納付（半額免除）などの承認を受けている方は

ご利用できません。
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所　
　　　　　　　☎ 097-552-1211

助　成
竹田市元気づくり支援事業をご利用ください
　この事業は、自治会や公共的な活動を行っている団体
等を対象に、次に挙げる活動等に対し、原則的に活動費
の半額までを補助するものです。
　⑴　地域振興や観光ＰＲ等のためのイベント
　⑵　地域による地域のための活動、及びそれに資する

事業
　⑶　地域の伝統文化を守るための事業
　⑷　地域の安心・安全に資する事業
　⑸　その他、地域の活力維持や活性化に資する事業
　詳しい内容につきましてはお問い合せください。
●お問い合せ・申請先
　竹田地域……竹 田 市 企 画 情 報 課（☎ 63-4801）
　荻　地　域……荻支所いきいき市民課（☎ 68-2211）
　久住地域……久住支所いきいき市民課（☎ 76-1111）
　直入地域……直入支所いきいき市民課（☎ 75-2211）

税　金
自動車税及び軽自動車税は５月 31 日までに
納めましょう！
　自動車税及び軽自動車税は、４月１日現在の所有者（割
賦販売の場合は使用者）に課税されます。納入期限を過
ぎた場合は、延滞金が加算されますのでご注意ください。
なお、廃車や譲渡等の変更があった場合は、必ず届出を
してください。
自動車税・軽自動車税の減免について
　各種障がい者手帳等を持っている方で、軽自動車税の
減免を申請される方は、納付書到着日から５月 24 日ま
での間（この期間を過ぎると受付できませんのでご注意
ください）に本庁税務課、または各支所いきいき市民課
窓口で手続きを行ってください。
　申請には各種障がい者手帳、印鑑、運転免許証、納税
通知書（納付書）が必要となります。また、障がいのあ
る方と運転する方が異なる場合は、別途書類が必要とな
ります。その他、公益のために使用する軽自動車や構造
が専ら身体障がい者等が利用するための軽自動車等に対
しても減免制度があります。なお、障がいの内容によっ
ては減免に該当しない場合もあります。
●普通車（自動車税）に関するお問い合せ　
　豊後大野県税事務所　☎ 0974-22-7501
●軽自動車（軽自動車税）に関するお問い合わせ
　竹田市税務課　☎ 63-1111（内線 125）

相　談
　
全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所
　日　時　６月１日（火）10：00 ～ 15：00
　場　所　竹田市総合社会福祉センター、荻福祉健康エ

リア、久住支所、直入公民館
　相談内容　金銭、相続、ＤＶ、セクハラ、いじめ等
●お問い合せ　竹田人権擁護委員協議会（大分地方法務

局竹田支局内）☎ 63-2315

都市計画
社会資本整備総合交付金（まちづくり交付金）
に係る都市再生整備計画書の縦覧ができます
　縦覧期間　平成 22 年５月 18 日㈫から
　　　　　　平成 22 年５月 31 日㈪まで
　　　　　　８：30 ～ 17：00
　縦覧場所　竹田市役所建設課
　＊土曜日、日曜日、祝祭日は除く　
●お問い合せ　竹田市建設課都市計画係 ☎ 63-4808

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①幼稚園教諭１人 13.8 万　②事務員１人 12.8 万　③
医療事務員１人 13.0 ～ 15.0 万　④受付事務・補助作
業１人 12.3 万　⑤園芸作業員１人 14.0 ～ 17.0 万　
⑥接客、調理補助及び清掃１人 13.4 万　⑦保育士１人
12.6 ～ 13.2 万　⑧大型運転手１人 17.6 万　⑨調理係
１人 12.3 万　⑩建設機械整備１人 15.9 ～ 35.0 万　⑪
電気通信工事２人 16.6 ～ 20.0 万　⑫農業生産及び食
品加工４人 14.0 ～ 19.8 万
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〔パート求人（時給）〕
⑬店員１人 650 ～ 700 円　⑭清掃係１人 650 円　⑮リ
ハビリ助手１人 650 ～ 800 円　⑯正看護師１人 1,200
円　⑰弁当調整工２人 640 ～ 750 円　⑱送迎運転手１
人 700 円　⑲書店業務１人 750 円　⑳接客係１人 700
～ 750 円　㉑看護職員１人 800 ～ 1,500 円　㉒養鶏作
業員１人 800 円　㉓生活支援員１人 631 円　㉔販売接
客及び調理補助、園芸作業４人 680 ～ 750 円

国民健康保険
　
高額療養費のお知らせ
　病気などで医療機関にかかり医療費の自己負担が高額
になったとき、限度額を超えた分が「高額療養費」とし
て支給されます。

　　高額療養費のポイント
１．高額療養費 ＝ 自己負担額 － 自己負担限度額
２．自己負担限度額は、世帯の所得や年齢によって異

なります。
３．月ごと（１日から末日まで）にかかった医療費で

計算します。
４．入院時の食事代や保険診療外などは対象外です。

■ 70 歳未満の方の計算方法

①受診者ごとに別々に計算
②受診した医療機関ごとに別々に計算。
※平成 22 年 3 月診療分までは、総合病院などの場

合は、診療科ごとに別々に計算。
③同じ医療機関でも、歯科は別計算。また、外来と

入院も別計算。
④院外処方で調剤を受けたときは、処方した医療機

関の医療費と合算して計算。

・①～④で別々に計算したもののうち、合計が21,000
円を超えるものが高額療養費の計算の対象になりま
す。

・計算の対象となる医療費の合計額が高額療養費の自己
負担限度額を超えた場合に、その差額が支給されま
す。

◇自己負担限度額（月額）
所得区分 ３回目まで 4 回目以降（※）

上位所得者 150,000 円
＋（医療費－ 500,000 円）× １％ 83,400 円

一　　　般 80,100 円
＋（医療費－ 267,000 円）× １％ 44,400 円

住　民　税
非課税世帯 35,400 円 24,600 円

・上位所得者：保険税の算定の基礎となる基礎控除後の
総所得金額が600万円を超える世帯

※過去12か月間の間に、高額療養費に該当した月が４
回以上あった場合、４回目以降は自己負担限度額が引
き下げられます

■ 70 歳～ 74 歳の方の計算方法
・外来は、受診者ごとの自己負担額を合算し、個人ごと

の自己負担限度額を超えた分が支給されます。
・入院を含む場合は、すべての自己負担額を合算し、世

帯ごとの自己負担限度額を超えた分が支給されます。

※70歳～74歳の方の場合の自己負担額は、医療機関の
区別なく、すべて合算することができます。

◇自己負担限度額（月額）

所得区分 外来のみ
（個人ごと計算） 外来＋入院（世帯ごと計算）

現役並み
所　得　者 44,400 円

80,100 円 
＋（医療費－ 267,000 円）× １％

〈4 回目以降は 44,400 円〉
一　　般 12,000 円 44,400 円
低所
得者

Ⅱ
8,000 円

24,600 円
Ⅰ 15,000 円

・現役並み所得者：住民税課税所得が145万円以上の人
・低所得者Ⅱ：世帯主及び世帯全員が住民税非課税の人
・低所得者Ⅰ：世帯主及び世帯全員が住民税非課税で、

世帯の所得が一定基準以下の人
■申請方法　下記のものをご持参の上、保険課又は、各

支所いきいき市民課で申請手続きをしてください。
■申請時に必要なもの　保険証、医療費の領収書（70

歳未満の方）、印かん、振込口座のわかるもの
※高額療養費に該当する場合には、通知書をお送りしま

す。

○ 70 歳未満の方又は、70 歳～ 74 歳で市民税非課税の
方が入院する場合は、「限度額適用認定証」を医療機
関の窓口に提示すると、窓口での医療費の支払いが自
己負担限度額までとなります。入院の場合は、保険証、
印かんをご持参の上、申請してください。

　ご不明な点等は、竹田市保険課国保・高齢者医療係ま
でお問い合わせください。
　☎ 63-1111（内線 135・136・137）

環境衛生
エコ花ライフ 「緑のカーテン」を育てよう！
   大分県では、四季を通じた省エネ・省資源型のライフ
スタイルの実践を呼びかける「四季折々キャンペーン」
を展開中です。「春・エコ花ライフ」のテーマは「緑のカー
テン」。
　アサガオ、ヘチマなどのつる性植物を窓辺に這わせ、
日ざしを遮る「緑のカーテン」は、夏場、室温の上昇を
抑える「天然のクーラー」です。
　身近にできる地球温暖化対策として、「緑のカーテン」
づくりに取り組んでみませんか。
　●お問い合せ　大分県生活環境部地球環境対策課
　☎ 097-506-3024
　〔大分県庁ホームページ〕
　http://www.pref.oita.jp/site/gomi0/shiki.html

訂正　４月に環境衛生課から配布しました配布ごみの
分別パンフレットにおいて、問い合せ先の竹田
市環境衛生課電話番号が『☎ 68-4821』となっ
ておりましたが、正しくは『☎ 63-4821』でし
た。訂正致します。

竹田市環境衛生課
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注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
けそこで診てもらうようお願いします。

　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院
へ電話連絡したうえで受診をしてください。

　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合

は診療します。
小児科外来休日当番院

当 番 日 医療機関 電話番号

５月 １日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

５月 ２日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
５月 ３日㈪ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
５月 ４日㈫ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
５月 ５日㈬ 大分県立三重病院 0974-22-7700
５月 ８日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

竹田市立こども診療所 0974-63-3838
５月 ９日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
５月15日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

竹田市立こども診療所 0974-63-3838
５月16日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700
５月22日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

竹田市立こども診療所 0974-63-3838
５月23日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は 9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大分県立三重病院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊　肥　保　健　所　http://www.pref.oita.jp/12086/
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

５月２日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
５月３日㈪ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
５月４日㈫ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
５月５日㈬ 高山歯科医院（殿町〔竹田〕） 0974-63-2561
５月９日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
５月16日㈰ たけした歯科医院（竹田） 0974-63-3212
５月23日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
５月30日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118

※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎ 64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00

たけたケーブルテレビ
竹田の話題がまるごと観られるのはＴＣＴだけ !!

たけた市民
チャンネル

特番

藤本隆宏さんと歴女とのトークショー
放送日

５月 15 日㈯、22 日㈯、29 日㈯、６月５日㈯
（17：00 ～ 19：00）

【内容】
　４月３日㈯に、総合社会福祉センターで行われた、ＮＨＫド
ラマ「坂の上の雲」で廣瀬武夫役を演じました、 藤本隆宏さんと、
歴女とのトークショーの模様をお届けします。廣瀬武夫に思い
をよせる、歴女と藤本さんのトークをお楽しみください。

竹田研究所 12 年間のあゆみ放送日
放送日

５月 16 日㈰、23 日㈰、30 日㈰、６月６日㈰
（14：00 ～ 16：00）

【内容】
　３月 28 日㈰に、社会福祉センターで行われた、竹田研究所
の 12 年間のあゆみのトークセッションの模様を特番にてお届
けします。竹田研究所から生まれたものなどを通して、思い出
を語っていきます。

◇自主放送番組　　　　　　　　　　
　週末！ホッとタイムス　　　　　
　４月 30 日より新しく始まった、「週末！ホッとタイムス」。（金
夕方～日曜朝放映・15 分）。その週末の竹田市内のイベント情
報や、市からのお知らせ等をお届けします。ご家族や友人との
お出かけの参考してはいかがでしょうか。

５月の番組編成では、大分ケーブルテレコム制作番組
「ママわかるっチュ　直入保育園編」を 1 か月間お届けします

ので、ぜひごらんください。

●お問い合せ
　竹田市ケーブルネットワークセンター　☎ 76-1415

『嚶鳴フォーラム in 竹田』開催 !!
嚶鳴フォーラムとは──
ふるさとの先人を通して、人の心に火を灯し、地域に火を灯し、日
本全体に火を灯す運動。
これからのまちづくり、人づくり、心そだてをともに考え、ともに
実現していく地域創造の場です。

日　程　 平成22年10月22日㈮～23日㈯
会　場　 大分県竹田市
　主　催／「嚶鳴フォーラムin竹田」実行委員会、大分県竹田市、竹田市教育委員会
　共　催／「嚶鳴協議会」　協　賛／ＡＮＡ　企画協力／ＰＨＰ総合研究所、ＡＮＡ総合研究所
　　　　　  全国13自治体参加（予定）ほか、オブザーバー参加自治体

廣瀬武夫

関東竹田会の皆様も熱き心で嚶鳴フォーラムを応援
いただいています。市長（中央）を挟んで里見会長

（左）と辻副会長（右）




